
明
代
の
柴
薪
銀
に
つ
い
て

98　（586）

一
稽
役
と
官
僚
収
入
の
関
係
一

伍

躍

【
要
約
】
　
中
国
明
清
時
代
に
お
け
る
衝
役
制
度
は
、
中
央
と
地
方
の
財
政
を
賄
う
も
の
だ
け
で
な
く
、
行
政
制
度
と
官
僚
制
度
に
対
し
て
も
重
要
な
役
割

を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
徳
役
制
度
と
行
政
制
度
、
官
僚
制
度
の
関
係
、
あ
る
い
は
行
政
制
度
に
対
す
る
徳
役
制
度
の
役
割
の
解
明
は
、
こ
れ
ら
の

制
度
及
び
相
互
関
係
に
対
す
る
認
識
を
深
め
う
る
と
思
わ
れ
る
。
明
代
の
柴
墨
銀
は
、
民
衆
か
ら
徴
収
さ
れ
る
代
役
銀
で
あ
る
。
明
代
の
前
期
と
中
期
に

お
い
て
は
、
中
央
と
地
方
容
僚
の
収
入
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
官
僚
収
入
を
補
助
す
る
た
め
に
、
こ
の
代
役
銀
は
十
五
世
紀
の
初
め
か
ら
、
次
第
に
官

僚
俸
禄
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
、
官
僚
収
入
の
問
題
を
あ
る
程
度
解
決
す
る
と
と
も
に
、
国
家
財
政
収
支
項
目
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
最
初
は
官
僚
個
人
の
自
発
的
な
行
為
で
、
以
後
は
政
府
の
承
認
を
承
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
代
政
府
は
、
柴
薪
銀

に
対
す
る
規
定
も
続
々
整
備
し
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、
徳
役
制
度
に
関
わ
る
官
僚
収
入
の
役
割
と
行
政
管
理

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
八
巻
四
号
　
一
九
九
五
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

こ
れ
ま
で
中
国
明
清
時
代
の
徳
西
国
度
に
つ
い
て
の
研
究
に
於
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
受
け
入

れ
る
と
同
時
に
、
わ
た
く
し
は
、
次
の
現
象
に
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
中
、
学
老
た
ち
の
関
心
は
ほ
と
ん
ど
書

役
の
編
審
方
法
（
樒
役
負
担
を
民
衆
に
割
り
当
て
る
方
法
）
に
集
中
し
て
い
る
。
承
役
の
編
審
方
法
は
た
だ
揺
役
制
度
の
一
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
以

外
の
衝
役
制
度
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
余
地
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
制
度
は
、
中
央
と
地
方
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の
財
政
を
賄
う
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
制
度
と
官
僚
制
度
に
対
し
て
も
重
要
な
役
割
も
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
こ

の
役
割
は
ま
だ
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
徳
役
制
度
と
行
政
制
度
、
官
僚
制
度
の
関
係
、
あ
る
い
は
行
政
綱

度
と
官
僚
制
度
に
対
す
る
樒
役
制
度
の
役
割
を
少
し
で
も
解
明
す
れ
ぱ
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
全
体
像
及
び
相
互
関
係
を
よ
り
全
面
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
い
て
、
官
僚
収
入
に
関
わ
る
薄
墨
の
問
題
、
つ

ま
り
柴
薪
銀
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
揺
役
制
度
の
視
角
か
ら
官
僚
収
入
の
行
政
管
理
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
中
国
の
伝
統
社
会
に
お
い
て
、
政
府
財
政
の
な
か
で
、
官
僚
俸
緑
が
占
め
る
比
率
は
、
軍
事
費
用
の
比
率
と
比
べ
れ
ば
、
や
は
り
か
な
り
低

い
も
の
で
あ
っ
た
。
歴
代
の
政
府
は
一
定
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
官
僚
た
ち
に
俸
緑
を
支
給
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
官
僚
は
政
府
か
ら
も

ら
う
俸
豫
だ
け
で
、
自
分
と
家
族
の
生
活
を
維
持
で
き
る
か
。
あ
る
い
は
、
官
僚
は
日
常
生
活
と
官
撰
の
た
め
に
、
ど
れ
ぐ
ら
い
収
入
が
必
要

な
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
言
う
ま
で
も
な
く
官
僚
制
度
史
の
研
究
に
と
っ
て
、
重
要
な
分
野
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
中
国
官
僚
収
入
史
の
研
究
に
関
し
て
獲
表
さ
れ
た
研
究
成
果
は
あ
ま
り
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
う
え
、
そ
う
し
た
研
究
は

ほ
と
ん
ど
が
宋
代
以
後
に
集
中
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
雍
正
帝
に
よ
る
黒
豚
銀
照
準
の
停
止
に
つ
い
て
」
（
宮
崎
市
定
　
一
九
六
三
）
、
「
槍
玉
の

俸
給
に
つ
い
て
」
（
衣
川
強
　
一
九
七
一
）
、
「
官
僚
と
俸
給
」
（
衣
川
強
　
一
九
七
二
）
等
の
論
文
、
及
び
専
著
『
清
末
一
個
京
官
的
生
活
』
（
張
徳
昌

一
九
七
〇
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
先
学
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
出
し
て
い
る
”

　
ω
　
少
な
く
と
も
宋
代
か
ら
、
官
僚
た
ち
は
、
法
定
の
俸
緑
収
入
だ
け
で
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
㈲
　
そ
う
し
た
情
況
の
下
で
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、
官
僚
た
ち
は
、
自
分
が
持
つ
権
力
を
最
大
限
に
用
い
て
、
収
入
の
増
加
を
求
め

　
　
②

　
　
た
。

r
先
学
の
研
究
に
よ
る
と
、
官
僚
た
ち
が
収
入
の
増
加
を
求
め
る
方
法
は
、
賄
賂
の
収
取
、
土
地
の
拡
大
、
商
業
活
動
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
方
法
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
官
僚
個
人
に
服
す
る
樒
役
項
目
の
一
部
分
は
、
下
支
あ
る
い
は
通
貨
の
か
た

ち
て
官
僚
俸
緑
収
入
に
付
加
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
官
僚
個
人
に
服
す
る
樒
役
項
霞
は
、
も
と
よ
り
官
僚
俸
緑
収
入
以
外
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
収

99　（587）



入
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
種
の
儲
役
労
働
か
ら
の
収
入
は
、
い
っ
た
ん
通
貨
の
か
た
ち
に
な
る
と
、
徹
役
夫
の
労
働
よ
り
更
に
直
接
的
に
官

僚
収
入
の
不
足
を
補
充
し
て
、
生
活
を
よ
り
一
層
満
足
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
少
な
く
と
も
唐
代
（
六
｝
八
一
九
〇
七
）
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
す
で
に
採
用
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
聞
題
は
明
代
の
場
合
で
あ
る
。
明
代
で
も
富
僚
収
入
の
な
か
に
「
柴
薪
銀
」
と
「
馬
丁
銀
」
が
あ
っ
た
。
柴
薪
銀
と
馬
丁
銀
は
、
限

随
葛
隷
（
柴
薪
宅
隷
）
と
馬
夫
と
い
う
樒
役
項
目
の
担
当
者
か
ら
毎
年
納
め
ら
れ
る
代
役
銀
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
代
役
銀
は
、
恐
ら
く
明
代
宣
徳

年
間
（
一
四
二
六
－
一
四
三
五
）
よ
り
次
第
に
官
僚
俸
緑
収
入
以
外
の
も
う
一
つ
の
現
金
収
入
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
柴
薪
銀

と
馬
丁
銀
に
つ
い
て
は
、
岩
見
宏
茂
に
よ
り
簡
単
に
論
及
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
専
門
的
な
研
究
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ

　
　
　
④

う
で
あ
る
。

　
な
ぜ
明
の
官
僚
は
、
俸
緑
以
外
の
収
入
を
要
求
し
た
の
か
。
な
ぜ
彼
ら
は
眼
随
喜
隷
と
採
薪
か
ら
俸
緑
以
外
の
収
入
を
受
け
取
れ
た
の
か
。

そ
う
し
た
収
入
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
合
法
的
な
も
の
に
な
っ
た
の
か
。
要
す
る
に
、
明
代
の
中
国
政
府
も
循
役
制
度
を
利
用
し
て
財
政
問
題

の
解
決
を
し
て
い
た
が
、
行
政
制
度
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
そ
う
し
た
収
入
を
管
理
し
た
の
か
。
．
こ
れ
ら
は
中
国
宮
僚
制
度
史
の

研
究
中
の
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
本
格
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下

で
は
、
史
料
に
基
づ
い
て
、
明
代
の
眼
随
暑
隷
、
隠
夫
に
関
係
す
る
規
定
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
通
し
て
、
柴
薪

銀
の
性
質
と
作
用
と
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

100　（588）

①
　
谷
口
規
矩
雄
「
日
本
に
お
け
る
明
代
鑑
役
制
度
史
の
研
究
」
、
『
中
国
史
学
』
、

　
三
巻
（
一
九
九
玉
年
一
〇
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

②
　
中
国
伝
統
社
会
に
お
け
る
政
府
の
財
政
支
出
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
多
く
を
爵

　
め
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
軍
事
あ
る
い
は
軍
隊
の
費
用
で
あ
る
。
史
料
に

　
よ
れ
ば
、
同
職
官
僚
の
俸
緑
が
占
め
る
比
率
は
か
な
り
少
な
い
。
明
庶
幾
初
に
は
、

　
中
周
政
府
に
よ
る
一
年
の
財
政
支
出
は
銀
四
一
ご
七
万
両
で
あ
っ
た
が
、
「
京
師

俸
餉
」
は
銀
一
九
〇
万
両
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
比
率
は
わ
ず
か
四
・
六
％
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「
撲
解
各
省
鎮
兵
経
費
」
は
一
一
五
二
両
で
あ
り
、
「
我
撲
映
西
等

処
喜
々
」
は
一
入
○
○
両
で
あ
っ
た
（
『
清
世
祖
實
録
』
巻
八
四
順
治
十
一
年
穴

月
癸
未
）
。
財
政
問
題
に
つ
い
て
は
、
岩
井
茂
樹
氏
「
中
国
専
制
国
家
と
財
政
」
、

『
中
世
史
講
座
』
、
六
巻
（
東
京
、
学
生
社
、
一
九
九
二
年
）
、
同
氏
「
徳
役
と
財

敏
の
あ
い
だ
i
痢
層
税
・
役
制
度
の
歴
史
的
理
解
に
む
聲
て
一
癖
、
『
経
済
経
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営
論
叢
』
、
二
八
巻
四
号
一
二
九
巻
三
景
（
一
九
九
四
年
三
月
一
一
二
月
）
を
参

照
の
こ
と
。
官
僚
収
入
闇
題
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
氏
「
厳
正
帝
に
よ
る
俸
工

銀
漏
掲
の
停
止
に
つ
い
て
」
、
『
東
洋
史
研
究
』
、
ニ
罐
切
三
号
（
　
九
六
三
年
一

二
月
）
（
『
ア
ジ
ア
史
論
考
』
下
、
〔
朝
日
新
聞
社
、
　
一
九
七
六
年
〕
及
び
『
宮
晦

市
定
全
集
』
、
　
一
四
巻
〔
至
正
帝
〕
、
〔
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
…
年
〕
）
、
衣

川
強
氏
「
宋
代
の
俸
給
に
つ
い
て
」
、
『
東
方
詳
報
』
（
京
都
）
、
四
一
冊
（
一
九
七

〇
年
）
、
同
氏
「
官
僚
と
俸
給
」
、
『
東
方
學
報
』
（
京
都
）
、
四
二
鮒
（
一
九
七
一

禰
　
眼
随
豊
隷
と
馬
夫
　
官
僚
個
人
に
属
す
る
篠
役
夫

　
年
）
、
張
徳
昌
氏
『
清
宴
一
個
京
官
的
生
活
』
（
香
港
、
中
文
大
裏
、
　
一
九
七
〇

　
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

③
　
綿
雪
『
通
票
』
、
雀
三
五
、
職
官
一
七
、
俸
緑
。
唐
代
の
官
僚
濃
緑
に
つ
い
て

　
は
、
横
山
裕
男
氏
「
唐
代
月
俸
制
の
成
立
に
つ
い
て
」
、
『
東
洋
史
研
究
』
、
二
七

　
巻
三
号
（
一
九
六
八
年
一
二
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

④
岩
見
石
皿
「
銀
差
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
史
林
』
、
四
〇
巻
五
号
、
　
一
九
五

　
七
年
（
同
氏
著
『
明
代
樒
役
制
度
の
研
究
』
、
〔
京
都
、
岡
三
舎
、
｝
九
入
六
年
〕
）
。

　
践
随
喜
隷
（
銀
納
化
の
後
に
は
柴
薪
草
隷
と
称
せ
ら
れ
る
）
は
、
宮
僚
個
人
に
対
し
て
国
家
よ
り
与
え
ら
れ
、
宮
僚
の
役
使
に
服
す
る
篠
役
夫
で
あ

る
。
か
れ
ら
は
官
僚
（
こ
こ
で
は
主
に
文
職
官
僚
に
つ
い
て
論
述
す
る
）
の
品
級
に
従
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
。
『
大
明
會
典
』
に
よ
れ
ば
、
洪
武
元

年
（
一
三
六
八
）
、
九
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
官
僚
に
対
し
て
配
置
さ
れ
る
眼
随
皇
隷
の
数
は
、
一
品
官
の
十
五
名
か
ら
、
九
品
官
の
一
名
ま
で
で
あ

　
①
つ
た
。

　
正
統
年
間
（
一
四
三
六
一
一
四
四
九
）
に
な
る
と
、
九
品
官
僚
に
属
す
る
躁
随
属
隷
の
数
は
部
分
的
に
改
正
さ
れ
た
。
即
ち
一
、
二
品
十
二
名
、

三
品
十
重
、
四
品
六
名
、
五
、
六
品
四
界
、
七
、
八
、
九
品
二
名
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
一
部
の
官
僚
に
対
し
、
皇
帝
は
「
特
恩
」
を
与
え
て
い

た
。
例
え
ば
、
翰
林
院
編
修
、
検
討
、
六
科
給
事
中
、
中
書
舎
人
、
監
察
御
史
ら
は
「
近
侍
」
と
し
て
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
桜
鱒
よ
り
一
名
多
い

瞑
随
喜
隷
を
得
て
い
た
。
知
縣
は
「
群
民
正
官
」
で
あ
る
か
ら
、
「
国
璽
四
二
」
、
つ
ま
り
皇
帝
か
ら
の
特
別
な
恩
典
を
受
け
て
、
同
じ
レ
ベ
ル

の
官
僚
（
正
七
品
）
よ
り
二
名
多
い
四
名
の
鞍
置
皇
隷
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
践
随
躍
増
の
配
備
に
関
す
る
正
式
的
な
法
律
規
定
で

　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
ろ
う
。
明
代
地
方
志
の
な
か
に
は
、
流
外
官
で
あ
る
典
史
も
一
名
の
践
随
堪
隷
を
持
っ
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
。

　
規
定
に
よ
れ
ば
、
永
楽
年
間
（
一
四
〇
三
－
一
四
二
四
）
以
後
、
北
京
官
僚
の
銀
随
皇
隷
は
、
曲
直
隷
、
山
東
、
河
南
、
山
西
か
ら
徴
発
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
た
。
正
統
の
末
頃
に
は
、
六
九
五
二
名
が
い
た
。
以
後
、
官
僚
人
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
躁
随
恩
隷
は
続
々
増
加
さ
れ
、
薫
化
十
六
年
（
一
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⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

四
八
○
）
八
月
の
時
点
で
は
、
一
一
九
名
を
増
や
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
化
二
十
年
（
一
四
八
四
）
七
月
に
な
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
二
〇
曲
名
を
増
や
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

成
化
二
十
三
年
（
一
四
八
七
）
五
月
、
兵
部
左
侍
郎
何
珠
ら
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
当
時
青
磁
葛
隷
は
七
七
〇
二
名
が
い
た
。
ま
た
南
京
官
僚
の
眼

随
喜
隷
は
、
南
直
隷
、
言
霊
等
か
ら
微
発
さ
れ
て
い
た
。
地
方
官
僚
の
眼
随
婁
隷
は
管
轄
さ
れ
る
府
州
県
か
ら
微
発
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
南
北
直
隷
、
山
菓
、
河
南
、
山
西
、
逝
江
等
地
の
民
衆
は
中
央
官
僚
に
眼
随
喜
隷
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
方
官
僚
の
分
も
負
担
し
て
い

た
。
宣
徳
年
間
（
一
四
二
六
－
一
四
三
五
）
か
ら
は
、
中
央
官
僚
の
眼
随
喜
隷
の
負
担
者
は
、
「
随
従
喜
隷
の
応
当
を
願
わ
な
い
者
は
、
毎
月
柴
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

銀
】
爾
を
宣
せ
よ
」
と
い
う
命
令
に
従
い
、
代
役
銀
を
払
っ
て
実
際
の
労
働
を
免
除
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
な
り
、
遅
く
と
も
天
順
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（一

l
五
七
－
一
四
六
四
）
に
は
ほ
ぼ
一
律
に
銀
納
制
へ
移
行
し
て
い
た
。
地
方
官
僚
に
所
属
す
る
躁
随
想
隷
の
恩
納
化
に
つ
い
て
は
、
有
力
的
な

史
料
を
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
。
岩
見
宏
氏
は
、
地
方
官
の
無
畜
旭
隷
が
京
官
の
場
合
と
同
様
に
、
宣
徳
年
間
よ
り
次
第
に
銀
魚
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

へ
移
行
し
て
、
天
順
年
間
に
は
ほ
と
ん
ど
銀
器
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
限
随
皇
隷
は
、
ま
た
柴
田
喜
隷
と
も
称

せ
ら
れ
、
か
れ
ら
が
納
め
る
代
役
銀
は
柴
薪
銀
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
墨
書
（
馬
丁
）
は
、
も
と
も
と
官
僚
の
た
め
に
馬
を
養
う
樒
役
夫
で
あ
っ
た
。
眼
随
息
隷
と
違
う
と
こ
ろ
と
言
え
ば
、
馬
丁
は
布
政
使
以
下
の

各
級
地
方
官
僚
だ
け
に
配
分
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
馬
桶
を
設
置
し
た
原
因
は
、
民
衆
の
前
で
地
方
官
の
体
面
あ
る
い
は
権
威
を
守
っ
て
、

地
方
行
政
の
運
営
を
円
滑
に
す
る
よ
う
に
と
い
う
朱
元
璋
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
洪
武
二
十
四
年
（
＝
二
九
一
）
五
月
一
日
、
滑
落
璋

は
兵
部
試
尚
書
茄
瑠
に
以
下
の
よ
う
に
命
じ
た
。
「
礼
と
い
う
も
の
は
貴
賎
を
区
別
し
、
等
級
の
尊
威
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
一

番
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
今
、
各
地
に
い
る
憲
政
使
按
察
使
は
、
み
な
そ
の
方
面
の
重
要
な
大
臣
で
あ
り
、
府
縣
州
の
官
員
は
民
衆
の
指
導
者

で
あ
る
。
初
め
に
到
任
す
る
時
は
、
ほ
と
ん
ど
馬
が
無
い
の
で
、
験
に
乗
っ
て
衙
門
の
出
入
を
し
て
い
た
者
も
い
る
。
こ
れ
は
民
衆
に
示
す
べ

き
こ
と
で
は
な
い
。
（
馬
に
乗
る
た
め
に
）
他
人
か
ら
金
を
借
り
入
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
か
な
り
の
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
仕
事
が

う
ま
く
で
き
な
い
人
も
い
る
。
こ
れ
は
民
衆
を
管
理
す
る
体
制
に
完
全
に
違
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
官
府
は
、
か
れ
ら
の
た
め
に
馬
を

買
え
。
善
政
使
愚
察
使
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
疋
の
馬
を
配
給
し
、
府
の
官
員
に
そ
の
半
分
（
つ
ま
り
＋
疋
の
馬
）
を
配
給
し
、
州
縣
の
官
員
に
府
の
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明代の柴薪銀について（伍）

半
分
（
つ
ま
り
五
疋
の
馬
）
を
配
給
せ
よ
。
一
疋
の
馬
を
概
ね
民
心
十
戸
に
よ
っ
て
飼
わ
せ
て
、
年
末
に
な
る
と
そ
の
役
（
馬
を
飼
う
）
を
交
代
せ

　
　
⑪

よ
」
と
。
景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）
に
な
る
と
、
こ
の
規
定
は
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
馬
穴
二
十
丁
馬
を
買
い
、
十
丁
馬
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

養
い
、
倶
に
市
民
の
内
よ
り
倉
奏
せ
し
む
」
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
十
丁
の
馬
上
は
金
銭
だ
け
を
負
担
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
景
泰
元
年

の
時
点
で
、
馬
夫
と
い
う
も
の
は
す
で
に
一
部
銀
翼
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
弘
治
七
年
（
一
四
九
四
）
、
馬
夫
の
関
係
規
定
は
も
う
一
度
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
等
人
戸
（
人
丁
三
名
が
あ
る
人
戸
）
か
ら
十
戸
を
選
ん
で
、
銀
四
十
両
を
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
明
代
中
期
以
後
の
地

方
志
に
よ
れ
ば
、
地
方
官
僚
に
属
す
る
漁
夫
は
、
ほ
と
ん
ど
富
僚
一
人
あ
た
り
一
名
で
あ
り
、
聴
納
化
の
場
合
、
官
僚
一
人
あ
た
り
年
四
十
両

　
　
　
　
⑭

で
あ
っ
た
。
馬
夫
役
の
負
担
者
が
納
め
る
金
は
馬
目
上
と
称
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
柴
薪
銀
と
同
じ
よ
う
に
官
僚
の
日
常
収
入
の
一
年
分
に
な
っ
て

い
た
。

　
こ
の
柴
宏
壮
と
馬
夫
銀
は
官
僚
に
と
っ
て
収
入
の
重
要
な
一
部
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
章
に
述
べ
る
こ
と
に
し
、
次
章
で

は
こ
れ
ら
が
政
府
に
よ
っ
て
如
何
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
を
詳
し
く
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

①②③

『
（
正
徳
）
大
明
皿
盛
』
巻
一
二
五
、
兵
部
二
〇
、
武
庫
清
吏
司
、
皇
隷
。

　
「
洪
窯
初
、
凡
丞
相
大
都
督
准
侯
例
、
悪
落
十
五
人
、
從
一
品
十
三
人
、
正

從
二
品
九
人
、
三
品
七
人
、
四
晶
五
入
、
五
品
四
人
、
六
品
七
晶
二
人
、
八

品
九
品
一
人
。
」

『
（
正
徳
）
大
明
會
典
』
、
巻
一
二
五
、
兵
部
二
〇
、
武
庫
清
吏
司
、
堪
隷
。

　
「
正
統
間
、
定
官
員
随
從
魁
隷
。
文
職
一
贔
、
二
品
十
二
名
、
三
品
十
名
、

四
品
六
名
、
五
品
、
六
品
四
名
、
七
品
至
九
品
二
名
。
内
翰
林
院
編
修
、
検

討
、
六
科
空
事
中
、
中
書
舎
人
、
監
察
御
史
倶
近
侍
、
各
加
一
名
。
知
縣
係

親
畏
正
金
、
欽
與
匿
名
。
」

『
（
萬
暦
）
敏
志
』
、
巻
網
、
戸
賦
。

　
「
本
縣
柴
薪
鹿
隷
銀
甲
百
捌
両
、
有
閏
月
派
帝
銀
玖
両
。
縣
正
堂
躁
名
、
捕

衙
凱
名
、
糧
衙
熱
名
、
典
衙
萱
名
。
毎
名
拾
瓢
両
。
」

④⑤⑥

『
明
憲
宗
塩
酸
臨
、
巻
二
九
〇
、
成
化
二
十
三
年
五
日
丙
寅
條
。

　
「
兵
部
左
侍
郎
何
煙
塵
奏
、
正
統
之
季
、
在
京
職
官
皇
隷
、
例
於
山
東
、
河

南
、
山
西
、
曲
直
隷
郡
縣
愈
派
、
共
計
六
千
九
百
五
十
二
名
。
後
以
額
外
新

陞
都
督
等
官
張
晟
等
、
増
派
七
百
五
十
名
以
給
之
。
三
曹
復
讐
太
農
司
官
楊

珀
等
一
百
十
二
員
、
而
前
項
郡
県
剛
比
凶
荒
、
民
力
困
蜴
、
実
難
増
科
。
宜

令
各
慮
主
脚
鎭
守
等
官
倶
於
所
部
愈
取
、
而
置
所
遺
留
者
分
給
珀
等
、
庶
幾

練
麹
重
擾
。
從
之
。
」

『
明
憲
宗
實
録
』
、
巻
二
〇
四
、
成
化
十
六
年
六
月
甲
戌
條
。

　
「
兵
部
奏
、
添
設
皇
隷
一
筥
一
十
九
名
愚
直
隷
真
定
等
圧
府
、
河
南
、
山
東

二
布
政
司
取
擾
、
以
傳
奉
額
外
官
多
故
也
。
」

『
明
憲
宗
型
録
隔
、
巻
二
五
四
、
成
化
二
十
年
七
月
壬
寅
條
。

　
「
増
設
京
班
里
親
二
百
七
名
、
倶
於
北
直
隷
大
名
蟹
田
府
、
河
南
、
山
東
、
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＠＠⑨＠＠
　
山
西
三
布
政
司
取
之
、
摺
糠
奉
新
論
額
外
官
多
、
從
兵
部
奏
請
也
。
」

注
④
に
同
じ
。

『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
巻
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
隷
。

　
「
宜
徳
間
令
、
随
從
鹿
隷
不
廿
歳
當
者
、
聯
名
月
掛
薪
銀
一
爾
。
」

陸
容
『
救
園
雑
記
』
、
巻
五
。

　
「
國
初
、
諸
司
皇
君
主
趨
從
而
已
。
宣
徳
間
、
始
有
納
銀
免
役
者
。
聞
宣
廟

　
因
楊
束
里
言
京
官
緑
薄
、
遂
不
識
禁
、
名
日
柴
薪
銀
。
天
順
以
来
、
始
以
宮

　
百
重
卑
定
立
名
数
、
毎
歳
銀
四
部
定
点
姦
計
。
予
未
第
時
、
見
京
円
索
皇
隷

　
銀
、
意
尊
爵
之
。
及
仕
置
乃
知
不
可
無
也
。
」

前
章
注
④
に
同
じ
。

『
明
太
祖
實
録
』
、
巻
二
〇
八
、
洪
武
二
十
四
年
五
月
丁
亥
朔
條
。

　
「
上
諭
兵
部
善
悪
書
痴
期
日
、
禮
莫
大
箔
置
費
賎
明
質
草
。
今
在
外
布
政
使

　
按
察
使
皆
方
面
重
臣
、
府
縣
夜
宮
、
民
之
師
帥
。
初
到
任
、
多
面
馬
乗
、
有

⑫⑬⑭

跨
騒
出
入
者
、
非
所
以
示
民
也
。
或
假
借
属
人
、
因
被
侵
潤
、
不
能
馨
職
者

有
之
、
甚
藁
治
体
。
其
官
為
市
馬
、
布
政
使
按
察
使
二
十
疋
、
府
減
其
半
、

州
懸
又
減
府
警
半
。
一
馬
率
十
戸
飼
之
、
歳
巨
頭
更
其
役
。
」

『
（
正
徳
）
大
明
會
典
』
、
巻
二
二
、
戸
部
七
、
灘
酒
、
賦
役
。

　
「
馬
夫
一
一
十
丁
買
馬
、
十
丁
養
馬
、
倶
於
市
民
内
愈
充
。
」

『
（
正
徳
）
大
明
墨
縄
』
、
巻
二
二
、
戸
部
七
、
戸
口
、
賦
役
。

　
「
（
弘
治
）
七
年
令
、
布
置
二
司
十
善
府
宮
馬
夫
、
置
所
悪
露
隅
田
愈
中
等

三
丁
人
戸
十
戸
、
晶
出
銀
四
十
薔
、
解
送
掌
印
譜
庭
、
分
給
各
論
自
行
買
馬

鰻
養
。
其
州
県
者
、
於
隔
別
府
分
愈
充
、
証
徴
銀
解
送
各
裳
印
官
、
分
給
買

馬
銀
養
。
」

『
（
萬
暦
）
敏
志
』
、
巻
三
、
戸
出
。

　
「
本
県
各
暴
馬
丁
銀
壷
百
陸
拾
両
、
不
漁
閏
。
県
堂
壼
名
、
釜
山
壼
名
、
糧

衙
壷
名
、
典
衙
門
名
。
毎
名
各
廉
拾
両
。
」
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二
柴
薪
銀
の
管
理

　
恐
ら
く
明
代
の
宣
徳
年
間
か
ら
、
差
役
項
目
中
の
躁
随
喜
隷
、
愚
夫
は
銀
に
換
箕
さ
れ
、
天
順
年
間
に
正
式
に
官
僚
収
入
の
一
部
分
に
な
っ

た
。
こ
の
定
額
外
収
入
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
有
す
る
も
の
は
、
在
任
中
の
官
僚
、
成
化
十
五
年
（
一
四
七
九
）
以
後
皇
帝
の
特
別
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

指
示
を
受
け
た
退
職
官
僚
で
あ
り
、
成
化
（
一
四
六
五
一
一
四
八
七
）
弘
治
年
問
（
一
四
八
八
i
一
五
〇
五
）
に
は
、
伝
奉
宮
も
こ
の
定
額
外
収
入
を

享
受
し
た
。
こ
の
た
め
明
代
中
期
に
は
、
官
僚
の
増
加
に
よ
っ
て
柴
薪
銀
と
眼
随
呼
声
の
支
給
に
憂
う
べ
き
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
成

化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
四
月
丁
田
、
兵
部
尚
書
陳
鐡
は
「
皇
隷
に
は
人
数
の
制
限
が
有
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冗
員
の
人
数
は
ま
す
ま
す
増
え

つ
つ
あ
る
。
も
し
冗
員
の
人
数
を
少
し
で
も
減
ら
さ
な
け
れ
ぼ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
民
衆
の
疲
態
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
②

か
」
と
上
奏
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
か
ら
、
明
政
府
は
柴
重
罰
関
係
規
定
の
整
備
を
始
め
た
。
以
下
で
は
『
大
明
會
典
』
を
典
拠
と
し
て
、



柴
薪
銀
の
管
理
方
法
を
説
明
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

明代の柴薪銀について（伍）

　
ω
北
京
官
僚
の
柴
薪
銀

　
ま
ず
北
京
官
僚
の
柴
島
銀
が
ど
の
よ
う
に
徴
収
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
以
下
、
各
項
目
に
分
け
て
考
察
す
る
。

　
a
　
微
収
、
解
送
。

　
こ
れ
に
関
連
す
る
規
定
は
、
弘
治
六
年
（
一
四
九
三
）
に
設
け
ら
れ
た
。
北
京
官
僚
の
需
要
と
な
る
愚
慮
銀
を
割
り
当
て
ら
れ
た
県
級
地
方
衙

門
は
、
そ
の
銀
を
集
め
て
、
溶
か
し
て
錠
に
し
（
柴
薪
銀
は
一
般
に
十
二
爾
を
一
錠
と
し
た
）
、
表
面
に
量
と
純
度
を
刻
印
し
、
紙
で
包
ん
で
、
紙

の
上
に
銀
の
数
量
を
書
い
て
、
県
の
印
を
押
し
封
を
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
当
該
の
州
県
で
は
吏
典
あ
る
い
は
陰
陽
生
一
名
を
派
遣
し
て
、
訳
文

を
渡
し
た
。
そ
し
て
喜
姫
里
名
の
う
ち
か
ら
、
股
実
な
者
二
名
を
選
び
、
吏
典
あ
る
い
は
陰
陽
生
は
、
慰
隷
と
一
緒
に
そ
の
銀
を
兵
部
武
庫
司

　
　
　
③

に
運
ん
だ
。
こ
の
斑
文
の
具
体
的
な
内
容
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
忍
者
を
主
管
す
る
兵
部
衙
門
の
柴
欝
欝
の
徴
収
、
解
送
に

関
す
る
公
文
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
b
　
保
管
、
支
給
。

r
寸
心
は
ま
た
、
正
兵
、
儀
從
と
称
せ
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
も
と
も
と
は
官
僚
の
人
身
安
全
を
保
護
す
る
任
務
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
喜
隷
の
管
理
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
兵
部
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
兵
部
武
庫
司
は
、
兵
部
の
な
か
で
中
央
政
府
各
衙
門
の
直
堂
、

眼
随
葛
隷
を
具
体
的
に
管
理
す
る
衙
門
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
武
庫
司
は
た
だ
柴
薪
銀
の
保
管
と
支
給
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
っ
て
い
た
。

各
衙
門
の
柴
薪
銀
を
得
ら
れ
る
官
僚
の
人
数
、
柴
君
恩
の
額
、
受
領
の
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
首
部
験
得
清
吏
司
の
管
轄
下
の
葺
替

科
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
『
皇
明
音
部
志
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
配
点
科
の
職
掌
は
、
官
吏
俸
給
、
添
革
吏
役
、
吏
置
字
班
、
直
観
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
④

隷
な
ど
を
司
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
穆
全
吉
氏
は
、
こ
の
仕
事
は
胃
吏
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
童
部
の
規
定
と
関
係
指
令
に
従
っ
て
、
武
庫
司
は
中
央
官
僚
に
柴
薪
銀
を
交
付
し
て
い
た
。
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
に
は
次
の
規
定
が
設
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け
ら
れ
た
。
即
ち
、
兵
部
武
庫
司
は
行
革
に
よ
っ
て
各
衙
門
に
通
知
し
、
当
該
衙
門
は
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
関
係
官
吏
を
派
遣
し
、
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
持
つ
」
て
兵
部
武
庫
司
に
入
り
柴
薪
銀
を
受
け
取
り
、
そ
れ
か
ら
各
官
僚
に
柴
薪
銀
を
分
即
す
る
。
そ
の
他
、
新
規
と
転
出
の
官
僚
の
柴
軽
銀

に
関
す
る
規
定
も
作
ら
れ
て
い
る
。
転
出
官
僚
の
柴
薪
銀
に
つ
い
て
は
、
離
任
ま
で
の
時
間
を
計
算
し
て
、
そ
の
間
の
分
の
柴
薪
銀
を
交
付
し
、

残
り
の
部
分
を
兵
部
に
返
却
す
る
。
〔
新
規
、
ま
た
は
〕
転
入
宮
巡
の
柴
薪
銀
に
つ
い
て
は
、
本
衙
門
に
い
る
在
任
日
数
を
調
べ
て
、
そ
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

数
に
当
た
る
柴
西
里
を
交
付
す
る
。
出
張
中
の
官
僚
は
品
級
に
よ
っ
て
、
近
く
の
地
方
衙
門
の
「
鋏
謄
躍
薪
馬
丁
齋
藁
筆
爾
」
か
ら
出
張
期
間

中
の
柴
舟
銀
を
受
け
取
る
。
こ
の
「
鋏
官
邸
薪
馬
丁
齋
夫
銀
爾
」
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
、
地
方
衙
門
の
「
隙
罰
銀
爾
」
を
用
い
て
補
給

す
る
。
出
張
官
僚
は
北
京
に
戻
っ
て
か
ら
、
再
び
兵
部
か
ら
柴
薪
銀
を
受
け
取
る
。
つ
ま
り
、
出
張
期
間
の
南
殿
銀
は
、
出
張
の
日
数
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
、
地
方
衙
門
か
ら
受
領
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
中
央
政
府
官
僚
の
一
年
間
の
柴
薪
銀
玉
は
、
も
し
柴
薪
婁
藏
一
名
あ
た
り
十
二
爾
の
標
準
を
も
っ
て
計
算
す
る
な
ら
、
正
徳
九
年
（
一
五
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

四
）
の
時
点
で
の
五
六
二
五
各
誌
隷
は
、
銀
七
一
、
五
五
六
爾
に
当
た
る
。
ま
た
、
年
一
両
の
閨
月
銀
を
含
め
て
、
実
際
の
額
は
八
万
両
前
後

で
あ
っ
た
。
規
定
に
よ
れ
ぽ
、
兵
部
で
保
管
さ
れ
る
柴
薪
銀
が
十
万
両
を
越
え
れ
ば
、
兵
部
は
許
可
を
申
請
し
て
、
十
万
両
を
越
え
る
部
分
を

太
僕
寺
に
一
時
保
管
さ
せ
る
。
太
僕
寺
の
本
職
は
暴
馬
事
務
の
管
理
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
部
分
の
柴
薪
銀
の
臨
時
保
管
に
も
責
任
を
負
っ
た
の

　
　
　
⑨

で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
、
各
地
で
公
準
か
ら
生
じ
た
柴
麗
質
の
余
剰
は
必
ず
兵
部
に
届
け
、
そ
こ
で
保
存
し
、
兵
部
に
よ
っ
て
統
一
的
に
使
用

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
弘
治
十
八
年
（
一
四
八
二
）
の
規
定
に
は
、
「
凡
そ
在
京
在
外
の
各
衙
門
の
鋏
官
戸
隷
銀
爾
に
つ
い
て
は
、
早

早
に
な
っ
て
全
面
的
に
計
算
し
て
か
ら
兵
部
に
解
剥
し
、
さ
ら
に
都
察
院
の
関
係
部
門
に
知
ら
せ
よ
。
例
え
ば
、
漸
江
、
河
南
、
山
東
、
山
西
、

挾
西
、
南
北
直
隷
は
一
年
に
一
回
、
福
建
、
湖
廣
、
江
西
は
二
年
に
一
回
、
騰
貴
、
四
川
、
爾
廣
は
三
年
に
一
回
解
陣
せ
よ
。
兵
部
は
調
べ
て
、

も
し
一
千
爾
を
越
え
れ
ば
、
そ
れ
を
太
僕
寺
に
送
っ
て
保
管
し
、
各
項
目
の
奏
請
お
よ
び
支
出
に
そ
な
え
よ
。
母
班
賎
隷
を
徴
発
す
べ
き
州
縣

に
水
眼
災
害
が
あ
れ
ば
、
馬
身
、
巡
按
官
員
は
勘
察
し
、
実
情
を
兵
部
に
報
告
せ
よ
。
兵
部
は
文
書
を
出
し
て
、
そ
の
地
方
の
徴
発
を
免
除
せ

よ
。
そ
の
州
縣
に
負
担
さ
れ
る
柴
薪
銀
の
染
筆
に
従
っ
て
、
前
の
〃
県
官
暑
愛
郷
爾
”
か
ら
銀
爾
を
取
り
戻
し
て
、
関
係
官
僚
に
分
給
せ
よ
」
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明代の柴薪銀について（伍）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
各
地
か
ら
兵
都
に
納
め
ら
れ
た
余
剰
の
柴
薪
銀
両
に
つ
い
て
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
敏
官
柴
薪
銀
が
｝
千
両
を
越
え
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

越
え
る
部
分
の
銀
も
太
僕
寺
に
納
め
ら
れ
、
一
時
管
理
さ
れ
る
。
兵
部
と
太
評
点
の
業
務
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
充
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
c
　
監
察
。

　
柴
笛
銀
は
官
僚
収
入
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
明
朝
政
府
は
、
演
述
の
よ
う
に
各
衙
門
に
対
し
て
年
末
に
帳
簿
を
作
ら
せ
報
告
さ
せ
た

以
外
に
、
さ
ら
に
監
査
措
置
も
設
け
て
い
た
。
例
え
ば
、
弘
治
十
五
年
（
一
五
〇
二
）
の
規
定
で
は
、
柴
薪
銀
を
納
め
る
の
に
、
も
し
定
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
期
限
に
違
反
す
れ
ば
、
ま
ず
高
文
を
持
つ
解
送
者
を
送
問
し
、
責
任
が
あ
る
官
萸
も
巡
按
衙
門
に
提
問
さ
せ
る
と
あ
る
。
ま
た
隆
慶
六
年

（…

ﾜ
七
二
）
に
は
、
柴
薪
銀
を
運
ぶ
者
は
、
北
京
に
到
着
し
た
直
後
に
、
巡
視
要
道
富
に
到
着
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定

が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
柴
三
蓋
を
納
め
る
悪
善
の
正
誤
を
検
査
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
d
　
会
計
審
査
な
ど
。

　
嘉
靖
三
十
三
年
（
一
五
五
四
）
、
各
衙
門
は
兵
部
か
ら
受
け
取
る
柴
薪
銀
と
官
僚
に
交
付
す
る
柴
薪
銀
の
数
を
帳
簿
に
詳
し
く
記
入
し
て
、
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

末
に
そ
の
中
の
「
番
謡
」
を
兵
部
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
万
暦
九
年
（
一
五
八
一
）
に
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
規
定
が
作
ら
れ
、
毎
四
半

期
の
末
に
各
衙
門
は
柴
薪
銀
を
受
け
取
る
時
に
、
帯
状
一
枚
、
帳
簿
一
冊
を
用
意
し
て
、
京
営
科
道
に
報
告
し
て
か
ら
、
兵
部
に
そ
れ
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
国
状
に
本
衙
門
の
柴
薪
銀
総
量
を
記
入
し
て
、
帳
簿
に
各
官
僚
の
柴
薪
喜
隷
あ
る
い
は
柴
薪
銀
の
数
目
を
詳
し
く

開
列
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
万
暦
九
年
、
各
衙
門
の
柴
薪
銀
と
柴
薪
喜
隷
の
管
理
宮
僚
は
新
旧
交
代
す
る
時
に
、
残
り
の
柴
悪
銀
を
調

べ
て
同
じ
よ
う
な
帳
簿
四
冊
を
作
り
、
そ
の
中
に
旧
管
、
新
収
、
開
除
、
実
在
四
項
目
の
数
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

「
四
柱
式
」
の
帳
簿
で
あ
る
。
新
旧
の
主
管
官
員
は
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
を
保
管
す
る
以
外
に
、
残
り
の
二
冊
は
、
一
冊
を
兵
部
に
、
も
う
一
冊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

巡
視
衙
門
に
提
撮
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
e
　
主
管
司
科
。

　
史
料
の
記
録
か
ら
、
兵
部
武
庫
司
以
外
に
も
、
中
央
各
衙
門
の
な
か
に
本
衙
門
に
所
属
す
る
暑
隷
、
ま
た
は
柴
薪
銀
を
管
理
す
る
司
科
が
あ
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つ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
つ
ま
り
史
料
中
に
、
「
各
衙
門
総
管
喜
隷
春
分
」
や
「
各
衙
門
管
喜
隷
十
分
」
と
い
っ
た
記
載
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

⑮る
。
し
か
し
史
料
上
の
制
約
か
ら
、
当
面
確
か
な
の
は
、
洪
武
末
の
刑
部
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。
『
諸
司
職
掌
』
の
な
か
に
「
凡
そ
本
衙
門

の
皇
隷
と
司
獄
司
看
監
獄
卒
は
山
東
部
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
。
各
部
は
所
属
の
皇
隷
の
総
額
を
本
部
に
報
告
し
て
、
内
に
副
官
皇
隷
艶
名
、

聴
差
益
名
、
直
立
幾
名
、
本
部
影
堂
幾
名
、
卑
官
幾
名
を
必
ず
別
々
に
し
て
、
名
簿
を
作
成
せ
よ
。
も
し
交
代
が
あ
れ
ば
、
本
部
は
新
し
い
皇

隷
を
受
廿
取
っ
て
、
年
歯
、
郷
貫
、
住
所
の
二
丁
を
確
認
し
た
上
で
、
関
係
衙
門
に
配
置
せ
よ
。
労
役
が
終
わ
っ
た
喜
隷
に
つ
い
て
は
、
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

鷹
に
命
じ
て
批
文
を
出
さ
せ
、
応
天
府
に
送
っ
て
、
証
明
書
を
わ
た
し
て
、
家
を
安
寧
に
さ
せ
よ
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、

刑
部
本
部
お
よ
び
刑
部
所
属
各
衙
門
の
皇
隷
は
、
山
東
部
（
一
山
東
清
吏
司
）
の
帯
下
科
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

資
料
が
充
分
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
言
及
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
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②
　
地
方
官
僚
の
柴
薪
銀

　
次
に
地
方
各
衙
門
の
官
僚
の
場
合
で
あ
る
。

　
弘
治
十
二
年
（
一
、
四
九
九
）
に
設
け
ら
れ
た
規
定
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
布
政
司
、
ま
た
府
州
県
官
僚
の
柴
薪
、
馬
夫
銀
は
一
定
の
比

率
に
従
っ
て
、
所
属
す
る
人
戸
に
割
り
当
て
る
。
徴
収
し
て
か
ら
、
馬
夫
銀
は
四
十
両
一
群
、
柴
走
衆
は
十
二
両
一
息
に
溶
煉
さ
れ
、
府
に
届

け
納
め
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
布
政
司
な
ど
の
省
レ
ベ
ル
衙
門
の
分
は
、
さ
ら
に
布
政
司
に
運
ば
れ
、
布
政
司
を
通
じ
て
、
一
事
司
等
衙
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

官
僚
に
交
付
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
ニ
ー
一
五
六
六
）
、
漸
千
言
州
府
海
寧
県
は
布
政
司
、
按
察
司
、
都
指
揮
昇
華
、
機
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

司
の
柴
薪
喜
隷
十
五
名
分
、
つ
ま
り
柴
薪
銀
一
八
○
両
を
負
担
し
て
い
た
。
萬
暦
年
間
（
一
五
七
三
一
｝
六
一
九
）
、
海
寧
縣
が
負
担
し
て
い
た
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

政
司
、
都
指
揮
使
司
、
都
指
揮
使
司
、
織
造
詣
、
璽
運
司
の
柴
薪
千
貫
は
十
七
名
分
、
つ
ま
り
柴
薪
銀
二
〇
四
両
で
あ
っ
た
。
府
の
分
に
つ
い

て
は
、
府
に
所
属
す
る
各
州
県
か
ら
徴
収
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
六
）
、
徽
州
府
に
附
着
す
る
六
部
の
う
ち
、
勲
縣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

休
寧
、
婆
源
三
縣
は
藩
府
各
官
僚
の
柴
薪
銀
二
七
六
両
を
負
担
し
て
い
た
し
、
馬
丁
銀
三
二
〇
両
は
す
べ
て
獄
縣
か
ら
徴
発
さ
れ
て
い
た
。
ま



朋代の柴薪銀について（伍）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
万
暦
末
年
、
徽
州
府
の
九
名
官
員
の
二
八
八
両
柴
薪
銀
は
、
激
縣
、
休
寧
、
婆
源
、
祁
溜
男
縣
が
負
担
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
府
の
各
官

僚
の
柴
寒
雲
が
知
府
に
よ
っ
て
早
知
ら
の
官
僚
に
交
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
地
方
官
の
柴
薪
銀
が
中
央
か
ら
交
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

現
地
で
直
接
徴
収
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
州
県
官
僚
の
柴
薪
、
馬
夫
銀
に
つ
い
て
は
、
省
、
府
官
僚
の
柴
薪
、
馬
悪
銀
と
一
緒
に
徴
収
さ
れ
、
府
に
届
け
納
め
ら
れ
た
。
そ
の
あ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

州
県
官
僚
は
知
府
衙
門
か
ら
自
分
の
柴
薪
、
脚
夫
銀
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
の
状
況
は
、
州
県
官
僚
が
民
衆
か
ら
直

接
に
徴
収
し
た
の
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
陳
西
省
の
場
合
で
は
、
県
の
官
僚
の
濫
費
銀
は
徴
収
以
後
に
県
で
保
管
さ
れ
、
四
半
期
ご
と
に
各

官
僚
に
交
付
さ
れ
て
い
た
。
王
廷
椙
が
島
西
巡
按
御
史
を
勤
め
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
報
告
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
あ
る
県
は
、

「
馬
夫
濟
夫
銀
」
は
府
の
衙
門
、
ま
た
は
布
政
司
ま
で
解
送
さ
れ
、
そ
し
て
府
あ
る
い
は
布
政
司
か
ら
受
領
さ
れ
て
い
る
の
で
は
か
な
り
不
便

な
の
で
、
，
柴
町
銀
の
例
に
従
っ
て
、
馬
品
等
銀
も
県
下
の
各
官
僚
に
直
接
に
交
付
す
る
よ
う
に
申
請
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
陳
西
布
政
司
は
、

一
調
な
ら
問
題
は
な
い
が
、
一
省
の
八
端
で
全
面
的
に
実
行
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
、
こ
の
要
求
を
拒
否
し
た
。
し

か
し
王
廷
相
は
、
布
政
司
に
よ
る
拒
否
の
説
明
は
不
充
分
と
考
え
、
も
う
一
度
論
議
し
て
、
明
確
に
報
告
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　
こ
こ
ま
で
は
、
論
述
内
容
を
制
度
と
規
定
に
集
中
し
て
き
た
が
、
な
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
主
に
弘
治
年
間
以
後
に
制
定
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
明
朝
政
府
は
お
そ
ら
く
、
洪
熈
、
宣
徳
年
聞
に
「
柴
薪
銀
」
と
い
う
方
法
を
黙
認
し
た
後
、
関
係
管
理
制
度
の
整
備

を
不
断
に
続
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
の
状
況
、
と
く
に
明
代
中
期
以
後
の
状
況
は
、
往
々
に
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
の
枠

を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
王
廷
相
の
報
告
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
考
え
れ
ば
、
柴
薪
銀
は
銀
で
徴
収
さ
れ
、
銀
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
明
代
中
期
の

北
方
地
区
で
は
、
常
に
銭
で
支
給
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
天
順
年
間
、
何
淡
は
山
策
歯
型
越
州
を
勤
め
た
と
き
に
、
自
分
の
「
豊
隷
馬
事
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

薪
銭
」
を
も
っ
て
、
地
方
事
務
を
運
営
し
て
い
た
。
濱
州
は
山
東
北
部
沿
海
地
方
で
あ
り
、
天
順
年
間
に
は
、
銀
の
獲
得
が
か
な
り
難
し
か
っ

た
と
試
図
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
官
僚
の
柴
薪
銀
は
銭
で
交
付
さ
れ
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
謬
全
吉
氏
は
か
つ
て
、
こ
の
「
折
丁
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銭
」
を
背
吏
か
ら
の
不
法
収
入
と
見
な
し
た
が
、
こ
の
「
折
薪
銭
」
は
銭
で
支
給
さ
れ
る
柴
薪
、

れ
ば
、
こ
の
収
入
は
脊
吏
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

①
『
明
史
』
、
盈
竺
五
七
、
楊
鼎
傳
。

　
　
　
「
管
見
戸
部
、
持
廉
、
然
性
頗
拘
滞
。
十
五
年
秋
、
給
事
御
史
劾
鼎
非
経
国

　
　
　
才
。
鼎
再
疏
求
虫
、
賜
勅
馳
騨
帰
、
命
有
司
月
給
米
二
石
、
歳
難
役
四
人
、

　
　
　
終
其
身
。
大
臣
致
仕
有
給
賜
、
自
県
始
也
。
」

②
『
明
憲
宗
實
録
』
、
巻
一
＝
四
、
成
苗
十
七
年
四
月
丁
未
條
。

　
　
　
「
隷
役
書
籍
有
限
而
冗
員
之
進
無
窮
、
若
不
量
加
裁
省
、
何
以
少
蘇
疲
困
。
」

③
『
（
萬
暦
）
大
明
内
典
』
、
魅
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
熱
。

　
　
　
「
（
弘
治
）
六
年
題
准
、
…
…
若
亜
流
官
名
下
限
随
見
廻
半
田
償
銀
繭
、
繕

　
　
　
収
在
官
、
煎
錨
成
錠
、
上
軽
銀
縫
揚
色
、
用
紙
包
裏
、
愚
草
銀
数
、
用
本
州

　
　
　
縣
印
僑
早
々
。
差
吏
典
或
陰
陽
生
一
人
、
輻
給
批
文
。
毎
機
翼
十
名
内
選
用

　
　
　
股
貿
皇
瓢
二
名
、
一
同
親
芋
、
赴
部
交
々
。
」

④
謬
全
吉
『
明
代
脊
吏
』
（
壁
北
、
中
國
人
事
行
政
月
刊
社
、
一
九
六
九
年
）
、
五

　
六
頁
。

⑤
　
『
（
正
徳
）
大
明
愈
典
』
、
巻
一
二
五
、
兵
部
二
〇
、
武
庫
清
吏
司
、
皇
瓢
。

　
　
　
「
弘
治
十
一
年
令
、
各
慮
解
到
柴
償
銀
、
本
部
牧
貯
、
警
護
（
目
兵
部
武
庫

　
　
　
司
）
行
移
籍
得
堪
瓢
衙
門
知
會
。
各
該
衙
門
差
人
前
文
赴
隠
蟹
領
、
分
送
各

　
　
　
官
。
」

⑥
　
『
（
正
徳
）
大
明
章
典
』
、
巻
一
二
五
、
兵
都
一
　
○
、
武
庫
清
吏
司
、
豊
瓢
。

　
　
　
「
弘
治
十
一
年
令
、
…
…
其
洋
帆
事
故
等
項
、
各
該
衙
門
即
瀾
査
算
除
任
内

　
　
　
鷹
得
外
、
悉
釦
還
官
。
其
脳
弓
補
晶
帯
以
到
任
之
日
為
始
、
補
興
鷹
得
之

　
　
　
敷
。
」

⑦
　
　
『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
巻
｝
五
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
隷
。

　
　
　
「
嘉
靖
三
十
三
年
岩
端
、
凡
有
差
出
官
員
帯
家
小
住
平
行
購
者
、
査
照
贈
官

⑧⑨⑩⑪

馬
夫
銀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
に
よ

鷹
得
柴
薪
、
就
於
附
近
衙
門
釦
出
盛
官
離
脱
馬
丁
二
夫
銀
両
。
有
鹸
照
奮
解

還
本
部
。
禅
語
以
本
慮
賊
罰
銀
両
補
給
。
如
遇
回
議
、
喜
喜
住
田
、
彷
於
兵

部
關
領
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
〃
會
【
典
』
、
撫
管
一
六
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
隷
。

　
「
正
徳
九
年
題
准
、
在
京
大
小
衙
門
官
員
柴
兵
児
堂
把
門
潜
倉
等
項
皇
恩
七

千
五
百
六
名
、
毎
年
額
派
河
南
、
山
東
、
山
西
布
政
司
並
北
直
隷
保
定
等
府

徴
解
、
除
分
派
各
日
門
外
、
該
剰
柴
薪
鬼
熱
三
百
九
十
七
名
、
直
一
等
項
老

隷
四
十
五
名
。
　
白
一
正
価
…
一
…
年
為
始
、
　
將
一
幅
項
多
絵
幣
信
、
　
柴
喘
新
伍
留
六
十
・

名
、
直
璽
等
勿
留
十
七
名
、
以
備
各
衙
門
取
用
。
其
除
多
除
之
数
、
各
照
地

方
理
解
名
数
、
量
為
減
免
。
河
南
…
…
實
派
柴
薪
一
千
四
百
五
十
名
、
…
…

山
東
…
…
實
派
柴
門
一
千
二
否
七
十
六
名
、
…
…
山
西
…
…
實
派
柴
薪
四
百

十
一
名
、
…
…
北
藤
豆
…
…
扇
田
柴
薪
二
千
四
百
八
十
八
名
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
恥
、
雀
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
瓢
。

　
「
万
暦
九
年
題
准
、
一
（
柴
薪
）
銀
両
積
至
十
万
爾
以
上
、
本
部
題
高
彫
送

太
副
寺
寄
庫
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
巻
一
五
七
、
兵
部
囲
○
、
皇
隷
。

　
「
弘
治
十
八
年
、
令
凡
在
京
在
外
各
衙
門
歓
官
皇
隷
銀
爾
、
年
終
通
査
解
部
、

濫
行
欝
欝
院
婦
道
知
會
。
如
漸
江
、
河
南
、
山
東
、
山
西
、
正
当
、
南
北
直

慧
一
年
一
叢
；
福
建
、
湖
廣
、
江
西
二
年
一
解
；
雲
貴
、
四
川
、
爾
廣
三
年

一
解
。
兵
部
需
要
一
千
爾
以
上
、
倶
送
太
僕
寺
寄
庫
、
以
備
各
項
奏
請
支

用
。
及
遇
有
該
愈
京
班
豊
瓢
州
縣
十
分
旱
湧
、
已
経
撫
按
勘
實
奏
報
兵
部
行

文
免
愈
、
照
数
於
前
項
銀
爾
取
回
分
給
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
巻
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
下
灘
。
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＠⑬⑭⑯⑯

　
「
弘
治
十
五
年
令
、
…
…
姐
有
違
限
、
先
將
齎
批
人
役
送
問
。
耽
誤
官
更
、
翻
魍

行
金
按
衙
門
提
問
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
雀
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
濫
立
。

　
「
隆
慶
六
年
題
准
、
各
庭
解
銀
人
役
、
倶
要
先
赴
巡
視
黒
道
官
掛
号
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
巻
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
隷
。

　
「
嘉
靖
三
十
三
年
越
准
、
…
…
年
終
通
將
各
宮
支
給
過
銀
両
立
解
部
各
数
目
、

備
細
造
柵
奏
緻
、
青
冊
送
都
総
別
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
愈
典
』
、
総
竺
五
七
、
兵
部
四
〇
、
旭
隷
。

　
「
万
暦
九
年
題
准
、
各
衙
門
關
支
柴
直
、
各
満
塁
状
一
張
、
冊
一
本
、
先
赴

京
螢
科
道
掛
號
、
後
投
本
部
。
其
領
状
総
具
銀
数
、
柵
内
離
開
某
官
柴
直
幾

名
、
該
司
附
巻
備
査
。
一
幕
官
柴
直
銀
両
、
毎
季
終
造
冊
嗣
支
。

…
…
一
管
理
柴
直
官
員
新
薔
交
代
、
將
見
在
時
数
党
験
明
白
、
造
冊
一
様
四

本
、
備
闇
薔
管
、
新
収
、
開
除
、
實
在
数
目
。
除
彼
此
各
収
一
本
外
、
｝
本

呈
堂
、
一
本
送
巡
視
衙
門
備
査
。
」

『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
巻
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
属
隷
。

　
「
弘
治
六
年
帰
婿
、
…
…
通
志
各
衙
門
総
管
皇
款
選
分
、
…
…
」
及
び
「
嘉

靖
元
年
題
准
、
…
…
該
司
通
行
各
衙
門
管
皇
隷
司
分
、
…
…
。
」

『
諸
司
職
掌
』
、
刑
部
、
司
門
科
。

　
「
凡
本
衙
門
堪
隷
井
司
獄
司
看
監
獄
卒
、
山
棄
都
（
帥
山
東
清
吏
司
）
掌
行
。

各
部
將
一
態
昼
隷
開
扉
本
部
豊
隷
若
干
名
、
内
根
（
践
）
官
幾
名
、
聴
差
幾

名
、
颪
廉
幾
名
、
本
部
燕
堂
幾
名
、
根
（
眼
）
官
玉
名
、
当
山
明
立
文
案
。

有
遇
更
替
、
本
部
將
新
愈
皇
瓢
取
詑
、
年
籍
、
郷
貫
、
住
祉
供
状
分
黙
明

白
、
獲
下
該
部
収
役
。
將
得
替
三
三
令
主
事
寵
出
批
、
早
事
天
府
給
引
寧

家
。
」

＠・

＠＠＠＠＠＠⑭⑳

『
（
萬
暦
）
大
明
欝
欝
』
、
巻
一
五
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
隷
。

　
「
弘
治
十
二
年
題
准
、
…
…
係
布
政
司
去
庭
將
布
按
照
臨
等
衙
門
、
係
直
隷

　
虫
庭
特
装
府
並
所
屡
州
縣
等
衙
門
大
小
官
員
合
得
皇
隷
、
馬
夫
共
該
銀
若
干

　
両
、
著
落
該
屡
州
縣
斜
醐
人
戸
多
寡
、
分
派
徴
完
。
係
馬
賢
者
、
毎
官
一

　
員
、
白
銀
傾
作
四
十
両
一
二
。
係
皇
隷
者
、
階
名
傾
作
十
二
両
｝
錠
、
倶
解

　
本
圃
交
牧
。
該
上
司
者
著
人
解
布
政
司
、
分
送
主
来
書
等
衙
門
。
該
本
府
者
、

　
本
府
給
散
該
所
厨
州
縣
。
或
別
衙
門
者
、
行
文
各
衙
門
、
差
人
田
印
信
領
状
、

　
領
回
白
散
。
」

『
（
曲
説
）
海
将
縣
志
隠
、
巻
二
、
田
鼠
志
。

『
（
萬
暦
）
杭
州
府
警
』
、
巻
三
一
、
征
役
。

『
（
嘉
靖
）
徽
州
府
士
心
』
、
巻
八
、
食
貨
、
歳
役
。

『
（
泰
昌
）
徽
州
府
賦
役
全
書
』
、
華
府
支
給
。

注
⑱
に
同
じ
。

王
廷
相
『
王
廷
相
集
』
、
「
淡
川
駁
稿
集
」
巻
下
。

　
「
一
白
講
演
見
以
品
題
官
、
省
聖
書
以
稗
時
宜
事
。
布
政
司
呈
批
、
看
得
該

　
縣
申
総
、
馬
難
壁
軽
銀
薗
、
蕩
然
解
送
司
府
、
悪
行
領
取
、
道
路
往
返
不

　
便
、
要
行
照
潮
懸
薪
銀
漏
、
倶
牧
在
庫
、
按
季
領
用
。
該
裏
糊
稻
、
止
行
該

　
縣
一
慮
則
可
、
行
八
府
未
宜
。
不
知
所
以
未
宜
側
節
何
如
。
駁
回
、
再
議
未

　
宜
縁
由
、
明
白
壷
中
。
叢
濃
緻
。
」

焦
拡
『
國
朝
獄
徴
録
』
、
巻
一
〇
三
、
黄
佐
「
貴
州
布
政
司
左
参
議
何
公
淡
傳
」
。

　
「
天
順
丁
丑
（
雁
元
年
）
進
士
、
認
知
山
東
濱
州
。
…
…
得
堪
隷
馬
夫
折
薪

　
銭
、
悉
移
公
務
。
」

経
全
吉
『
明
代
膏
薬
』
、
二
三
三
頁
。
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三
嘗
僚
と
柴
薪
銀
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柴
薪
皇
隷
、
馬
夫
な
ど
は
、
官
僚
た
ち
に
労
役
を
提
供
す
る
徳
役
夫
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
官
僚
た
ち
の
実
際
の
収
入
と
も

直
接
関
係
し
て
い
た
。
特
に
民
衆
を
直
接
管
理
し
な
い
中
央
官
僚
に
と
っ
て
、
柴
薪
銀
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う
高
か
っ
た
。
宣
徳
年
間
、
藩
士

奇
は
「
中
央
官
僚
の
俸
給
は
極
め
て
薄
い
が
、
か
れ
ら
の
奴
僕
、
馬
お
よ
び
一
膝
は
皇
隷
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
た
。
官
僚
は
斎
串
に
半
額

の
金
を
出
さ
せ
て
、
労
役
を
免
除
す
る
。
卑
隷
は
帰
耕
で
き
、
官
僚
は
資
費
を
得
る
。
中
央
の
官
僚
は
み
ん
な
之
の
よ
う
に
し
て
い
る
。
臣
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

同
じ
で
あ
る
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
眼
随
卑
隷
に
つ
い
て
は
数
々
の
制
限
が
あ
り
、
応
役
者
あ
る
い
は
柴
薪
銀
は
北
京
に
到
着
す

る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
。
　
つ
ま
り
、
「
そ
も
そ
も
豊
漁
に
は
定
数
が
あ
る
。
も
し
多
く
得
れ
ば
、
あ
る
い
は
早
く
得
れ
ば
、
い
ず
れ
も
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
望
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。
実
は
、
明
代
初
年
か
ら
、
一
部
の
官
僚
は
魁
隷
を
得
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
責
任
者
と
口
論
し
、
は
て
は

謳
告
で
責
任
者
を
殺
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
洪
武
十
九
年
（
一
三
八
六
）
こ
ろ
、
禮
部
寺
務
呉
奎
は
皇
隷
を
求
め
た
こ
と
で
、
「
徒
罪
」
の
刑
罰

　
　
　
③

を
受
け
た
。
洪
武
末
年
、
解
緒
は
朱
元
環
の
恩
寵
で
中
書
庶
吉
士
を
務
め
て
い
た
。
洪
武
二
十
ニ
ー
二
十
四
年
（
；
天
九
一
一
三
九
一
）
，
の
間
の

あ
る
年
、
か
れ
は
兵
部
に
入
っ
て
非
常
に
傲
慢
な
態
度
で
喜
隷
を
求
め
た
。
兵
部
尚
書
沈
溜
は
こ
の
こ
と
を
皇
帝
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
朱
元

璋
は
・
羅
は
つ
ま
島
事
で
勝
手
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
怒
り
・
か
れ
を
御
史
に
転
任
さ
せ
る
よ
う
命
じ
や
永
樂
七
年
（
西
〇
九
）
・
御

史
嚢
綱
ら
は
兵
部
に
入
り
、
早
牛
を
強
く
要
求
し
た
が
、
兵
部
主
事
李
貞
は
か
れ
ら
の
要
求
を
即
座
に
満
足
す
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

め
、
嚢
綱
ら
は
、
無
実
の
収
賄
の
罪
を
も
っ
て
三
碧
を
早
事
し
た
。
そ
の
結
果
、
童
貞
は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
正
統
七
年
（
一
四
七
一
）
か
ら

南
京
兵
部
武
庫
司
主
事
を
務
め
た
沈
踪
は
、
当
時
の
官
僚
の
中
に
た
だ
尚
書
魏
験
、
都
御
史
軒
親
二
人
を
除
い
て
、
み
ん
な
皐
隷
を
強
く
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
天
順
年
間
、
虹
鱒
は
、
京
官
を
旭
至
愚
を
求
め
る
こ
と
を
し
ば
し
ぼ
目
撃
し
て
い
る
。

　
第
一
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
代
の
中
期
に
は
官
僚
の
人
数
が
増
え
た
の
で
、
柴
薪
喜
隷
の
数
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
大
し
た
。
当
時
、
樒
役

編
三
権
を
持
つ
地
方
官
僚
は
、
規
定
に
違
反
し
て
上
等
人
戸
を
選
ん
で
か
れ
ら
に
柴
薪
皇
考
と
馬
簾
を
担
当
さ
せ
、
あ
る
い
は
定
員
を
越
え
て
、
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よ
り
多
く
人
戸
を
徴
発
し
て
い
た
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
達
法
行
為
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
応
走
査
が
柴
薪
と
馬
寸
書
を
安

定
的
に
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
均
樒
法
を
創
立
し
た
ば
か
り
の
時
、
夏
時
は
江
西
布
政
司
左
参
議
と
し
て
、
臨

江
府
に
至
っ
て
、
当
地
の
裏
戸
を
用
い
て
、
布
政
司
と
二
項
司
の
隷
兵
を
編
心
し
た
。
臨
江
府
を
管
理
す
る
江
西
右
参
政
朱
得
は
、
夏
時
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

き
り
に
上
等
糧
戸
を
隷
兵
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
毎
年
続
け
て
使
用
で
き
る
と
の
考
え
に
よ
る
の
だ
と
上
奏
し
て
い
る
。
成
化
十
四

年
（
一
四
七
八
）
八
月
二
十
五
日
、
兵
部
尚
書
余
子
俊
ら
は
、
「
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
漸
等
等
の
十
三
布
政
司
、
並
に
南
北
直
隷
、
司
、

府
、
州
、
縣
官
員
の
な
か
に
貧
禁
の
徒
が
あ
る
。
定
額
以
外
の
喜
隷
を
徴
発
す
る
者
、
柴
薪
銀
を
倍
に
し
て
要
求
す
る
者
、
人
置
の
多
い
上
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

人
戸
に
厨
夫
を
さ
せ
る
者
、
手
銭
を
納
め
さ
せ
る
者
も
い
る
」
と
上
奏
し
て
い
る
。
成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
十
月
初
六
日
、
兵
部
尚
書
陳
銀

ら
は
、
「
四
川
布
政
司
、
按
察
司
と
各
府
、
州
、
縣
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
官
員
に
属
す
る
馬
弓
、
弓
懸
に
は
定
額
が
あ
る
。
布
政
司
、
按
察

司
と
各
府
の
衙
門
で
働
く
直
聴
寡
雨
、
劇
薬
、
禁
子
、
門
子
の
定
数
は
と
も
に
あ
っ
て
、
な
お
査
考
も
あ
っ
た
。
し
か
し
各
州
縣
は
直
接
に
民

衆
を
管
理
す
る
の
で
、
勝
手
に
労
役
を
微
発
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
占
用
さ
れ
る
役
夫
は
、
一
つ
の
衙
門
に
五
十
、
七
十
名
も
お
り
、
百

数
十
名
を
上
回
る
も
の
も
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
長
史
司
、
審
理
所
、
紀
善
所
、
舗
道
、
陰
陽
、
騎
學
等
の
衙
門
に
も
弓
兵
、
門
子
等
の
役
夫
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

配
置
さ
れ
て
い
る
」
と
上
奏
し
て
い
る
。
明
朝
の
中
央
政
府
は
こ
う
し
た
違
法
行
為
に
対
し
、
し
ば
し
ぼ
禁
止
の
命
令
を
出
し
て
い
た
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
官
僚
の
収
入
と
衙
門
径
役
夫
徴
発
の
安
定
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
以
上
の
方
法
と
同
時
に
、
「
貼
薬
」
あ
る
い
は
「
朋
充
」
と
い

う
方
法
も
使
わ
れ
て
い
た
。
「
三
戸
」
は
明
代
の
儲
役
負
担
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
樒
役
は
、
多
く
の
場
合
、
一
戸
で
は
な
く
、
一
一
戸
あ
る
い

は
三
戸
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
。
正
戸
は
実
際
の
役
に
服
す
る
の
に
対
し
、
貼
戸
ら
は
通
常
役
に
服
せ
ず
、
所
属
の
正
戸
に
銭
、
物
を
提

供
し
て
、
い
わ
ゆ
る
経
済
的
な
援
助
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
朋
充
」
も
明
代
の
徳
役
負
担
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
つ
の
役
を
数
人
に
よ
っ
て
担
当
さ
せ
、
負
担
を
分
担
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
方
法
と
も
、
徳
役
夫
あ
る
い
は
柴
墨
銀
の
提
供

を
安
定
す
る
た
め
に
、
定
額
を
越
え
て
、
担
当
者
の
人
数
を
で
き
る
だ
け
拡
大
し
よ
う
と
し
た
手
段
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
の
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よ
う
な
「
貼
戸
」
と
「
朋
充
」
の
ケ
ー
ス
も
含
め
て
考
え
れ
ば
、
定
員
以
上
に
微
発
す
る
と
い
う
こ
の
方
法
の
髭
響
は
、
も
っ
と
広
が
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
明
代
中
期
の
徐
恪
は
、
参
政
の
柴
薪
暑
隷
と
馬
夫
の
数
を
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
滲
政
一

名
は
皇
隷
十
名
、
馬
夫
十
戸
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
十
三
一
名
あ
た
り
に
は
必
ず
入
門
三
十
、
四
十
名
の
必
要
が
あ
り
、
馬
夫
一
戸
あ
た
り
に

は
必
ず
人
丁
三
名
の
必
要
が
あ
る
。
全
部
を
計
れ
ば
、
四
百
、
五
百
丁
を
下
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
み
ん
な
豊
か
な
家
庭
か
ら
徴
発
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
官
僚
た
ち
は
柴
薪
銀
な
ど
に
飽
く
な
き
追
求
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
中
央
官
僚
は
柴
丁
銀
に
対
し
、

そ
ん
な
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
地
方
官
僚
は
自
ら
握
る
権
力
を
利
用
し
て
、
定
員
内
の
柴
薪
宅
隷
あ
る
い
は
柴
薪
銀
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
い
収
入
を
求
め
た
の
か
。
そ
れ
に
は
柴
薪
銀
や
馬
鐸
銀
な
ど
が
、
官
僚
収
入
の
な
か
に
ど
の
程
度
の
割
合
を
占
め

て
い
た
か
を
見
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
柴
丁
銀
の
問
題
は
、
明
代
官
僚
俸
緑
収
入
の
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
代

の
官
僚
俸
緑
は
、
本
色
と
折
衝
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
本
色
の
な
か
で
、
月
米
は
一
年
十
二
石
で
あ
り
、
本
色
の
そ
の
他
の
部
分
（
練
絹
米
、
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

銀
製
）
と
折
色
（
折
半
俸
と
折
紗
俸
）
は
名
義
上
、
銀
、
絹
、
砂
な
ど
に
換
箕
さ
れ
支
給
さ
れ
た
が
、
実
際
上
は
変
化
が
比
較
的
大
き
く
、
場
所
あ

る
い
は
時
代
に
よ
っ
て
は
、
蘇
木
、
胡
椒
ま
た
は
押
収
さ
れ
た
服
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
永
樂
年
間
か
ら
、
実
質
価
値

が
低
下
し
続
け
る
寳
紗
を
も
っ
て
官
僚
の
俸
緑
を
支
給
す
る
他
に
、
海
外
か
ら
輸
入
す
る
蘇
木
、
胡
椒
を
も
っ
て
、
官
僚
俸
緑
を
支
給
し
て
い

た
。
『
隻
結
露
砂
』
に
は
、
「
永
享
年
間
、
北
京
の
建
設
の
た
め
、
毎
年
北
京
官
僚
の
聖
節
を
定
め
て
い
た
。
春
夏
に
は
紗
に
、
秋
冬
に
は
隅
木
、

胡
椒
に
か
え
て
、
長
官
俸
隷
の
一
部
を
支
給
す
る
。
そ
れ
は
折
支
と
呼
ば
れ
る
。
五
品
以
上
の
官
僚
の
俸
緑
の
七
割
は
折
支
さ
れ
る
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

五
品
以
下
の
官
僚
の
俸
緑
の
六
割
は
折
支
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
の
三
割
も
し
く
は
四
割
が
米
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
政
策
は
、
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
く
と
も
万
化
七
年
に
な
っ
て
も
ま
だ
続
い
て
い
た
。
丘
溶
は
「
朝
廷
は
毎
年
番
夷
か
ら
献
納
さ
れ
る
胡
椒
、
割
木
を
も
っ
て
、
米
と
金
の
か

わ
り
に
、
京
師
の
官
僚
に
俸
緑
を
支
給
し
て
い
る
。
ぞ
う
す
れ
ば
、
中
国
の
民
衆
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
、
外
国
の
援
助
を
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

国
を
豊
か
に
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
一
時
的
に
政
府
の
財
政
聞
題
を
あ
る
程
度
ま
で
解
決
し
た
が
、
し
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明代の柴田銀について（伍）

か
し
、
こ
の
時
代
で
は
商
品
経
済
の
未
発
達
の
故
、
蘇
木
、
規
椒
、
服
な
ど
折
支
に
よ
る
支
給
品
は
減
価
の
た
め
に
官
僚
の
収
入
の
減
少
を
も

た
ら
し
て
い
た
上
、
通
貨
の
獲
得
に
は
何
の
保
証
も
な
か
っ
た
。
官
僚
俸
緑
の
う
ち
、
自
由
に
使
え
る
通
貨
の
収
入
は
、
常
に
不
安
定
な
状
態

に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
あ
る
官
僚
は
死
ん
だ
あ
と
、
お
金
が
な
い
た
め
に
、
埋
葬
さ
え
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
正
統
六
年
（
一
四
四
一
）
二
月
戊
辰
、
巡
按
山
東

監
察
御
史
曹
泰
は
俸
緑
の
少
な
さ
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
上
奏
し
た
。
今
、
在
外
の
文
臣
は
故
郷
を
離
れ
て
、
遠
い
と
こ
ろ
に
務
め
て
、
家
族

も
連
れ
て
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
俸
蘇
に
つ
い
て
は
、
多
く
も
ら
え
る
人
は
一
カ
月
あ
た
り
三
石
だ
が
、
普
通
は
一
ヵ
月
一
、
二
重
に
過
ぎ

な
い
。
且
つ
、
折
支
の
こ
と
も
多
い
。
一
任
九
年
の
あ
い
だ
、
上
司
に
奉
仕
す
る
費
用
、
家
族
生
活
の
費
用
、
交
通
の
費
用
、
友
人
往
来
の
費

用
、
お
よ
び
退
官
後
の
生
活
費
用
な
ど
は
、
今
の
俸
腺
だ
け
で
は
絶
対
に
補
足
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
汚
職
を
す
る
者
は
多
く
な
っ
た
、
と
。

そ
の
た
め
か
れ
は
、
官
僚
俸
緑
を
適
切
に
増
加
す
べ
き
で
あ
る
と
建
議
し
た
が
、
し
か
し
行
在
戸
部
は
官
僚
俸
緑
が
「
定
制
」
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

改
正
で
き
な
い
と
主
張
し
、
曹
氏
の
建
議
を
退
け
た
の
で
あ
っ
た
。
陸
容
は
最
初
、
京
官
は
息
隷
銀
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
、
心
中
大
変
不
満

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
が
荘
官
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
柴
薪
銀
収
入
が
京
女
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

　
　
　
　
　
⑱

よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
俸
緑
の
低
さ
に
加
え
、
折
支
さ
れ
る
支
給
は
官
僚
の
事
実
上
の
収
入
の
さ
ら
な
る
減
少
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
明
前
期
で
は
柴
薪
銀
が
官
僚
の
俸
隷
の
過
度
の
低
さ
を
補
う
に
あ
た
り
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ほ
か
に
、
洪
煕
、
宣
徳
年
間
に

は
、
吏
治
の
問
題
は
、
後
代
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
官
僚
の
各
種
収
入
の
財
源
も
、
明
代
中
期
以
後
の
情
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（
例
え
ば
海
瑞
の
言
う
「
常
例
」
）
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
の
宮
僚
た
ち
は
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、
た
だ
任
意
に
騒
使
で
き
る
恩

隷
か
ら
の
み
、
官
俸
以
外
の
収
入
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
楊
下
穿
の
言
う
よ
う
に
「
奴
僕
、
馬
及
び
薪
稠
は
皇
隷

に
よ
っ
て
、
解
決
さ
れ
て
い
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
顧
炎
武
や
岩
見
黒
氏
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
顧
炎
武
は
、
今
日
の
汚
職
の
風
習
が
人
心
の
な
か
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に
固
ま
っ
て
禁
止
で
き
な
い
原
因
に
つ
い
て
、
俸
給
が
少
な
く
、
家

庭
生
活
も
支
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う

え
、
こ
の
薄
い
三
三
は
ほ
と
ん
ど
折
回
、
つ
ま
り
米
、
麦
を
代
わ
り

に
、
布
、
絹
、
紗
な
ど
を
四
緑
と
し
て
、
官
僚
に
支
給
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
折
支
の
方
法
は
官
僚
収
入
を
更
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

岩
見
宏
民
は
「
銀
差
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
す
る
論
文
の
な
か

で
、
前
納
化
が
何
よ
り
も
ま
ず
官
僚
の
俸
給
の
補
填
と
し
て
生
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
『
（
万
暦
）
大
明
一
三
』
に
記
載
さ
れ
る
一
一
制
度
に
よ

れ
ば
、
官
僚
俸
緑
収
入
の
う
ち
銀
に
換
箕
さ
れ
る
部
分
（
馬
絹
米
、
折

銀
米
、
三
布
俸
）
を
柴
三
三
と
比
べ
れ
ば
、
柴
薪
銀
が
官
僚
の
実
際
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

入
の
銀
の
部
分
に
占
め
た
割
合
を
引
き
繊
す
こ
と
が
で
き
る
（
蓑
－
）
。

　
こ
の
統
計
か
ら
、
柴
薪
銀
は
、
九
品
十
八
級
の
全
レ
ベ
ル
の
官
僚

に
つ
い
て
、
そ
の
規
定
と
お
り
の
銀
の
収
入
の
少
な
く
と
も
四
割
を

占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（表1）　明代宮瞭の銀収入

柴戸銀の比率
　　　　（ero）

4e．054

43．923

48．620

54．441

57．46e

64．200

53．714

56．811

53．006

56．020

57．513

62．27e

46．611

48．100

49．687

51．383

53．200

55ユ47

銀収入総額
　　　（両）

359．512

327．844

296ユ76

264．508

2e8，840

186．916

134．044

126．736

90．556

85．864

83．460

77．084

51．490

49．S96

48，302

46．708

45．114

43．520

柴薪銀
　　（両）

144．000

144．000

144．000

144．eoo

12e．ooo

120．000

72．000

72．000

4s．ooe

48．000

4s．eoo

48．000

24．000

24．000

24．000

24．000

24．oeo

24．ooe

折銀俸
　　（両）

215．5工2

183．844

152．176

120．508

88．840

66．916

62．044

54．736

42．556

37．684

35．460

29．e84

27．490

25．896

24．302

22．708

21．114

19．520

正一品

従一品

正二品

従二品

正三品

従三品

正四品

従四品

正五品

従五贔

正六品

従六品

正七品

従七品

正八累

計八品

正九品

二九品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
年
代
が
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
明
代
後
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
期
に
お
い
て

も
こ
の
よ
う
に
柴
薪
銀
の
銀
収
入
を
占
め
る
割
合
は
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
明
代
前
期
と
中
期
に
お
い
て
は
、
銀
の
獲
得
は
後
期
ほ
ど

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
労
役
の
折
銀
は
一
般
の
民
衆
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
負
担
軽
減
と
言
え
ず
、
か
え
っ
て
銀
を
手
に
入
れ
る
た
め

に
苦
し
ま
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
折
銀
黒
鳥
収
入
の
不
安
定
状
態
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
。
も
し
、
こ

う
し
た
折
銀
俸
緑
収
入
の
不
安
定
さ
を
含
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
明
代
前
期
と
中
期
に
お
い
て
億
、
表
1
に
見
え
る
後
期
の
制
度
以
上
に
柴
薪
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明代の柴薪銀について（伍）

央
官
僚
は
、
内
閣
大
学
士
、
六
部
尚
書
か
ら
中
書

舎
人
、
行
人
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
在
外
の
官
僚
か
ら

金
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
仲
良
し
の
も
の
は
四
十

　
　
　
　
　
㊧

両
を
も
ら
っ
た
。
在
外
の
官
僚
か
ら
中
央
官
僚
へ

の
贈
り
物
は
、
最
初
の
頃
は
「
書
柏
」
、
　
つ
ま
り

本
と
ハ
ン
カ
チ
で
あ
っ
た
が
、
万
暦
年
間
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
、
銀
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
地
方
官

僚
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
の
竜
と
に
、
違
法
の
収
入

を
増
加
さ
せ
て
い
た
。
表
2
は
、
す
で
に
嘉
靖
年

間
に
常
例
と
な
っ
た
漸
江
省
淳
安
県
知
県
の
俸
給

　
　
　
　
　
　
　
㊧

収
入
で
あ
る
（
表
2
）
。

　
こ
こ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
官
僚
の
収
入

に
占
め
る
柴
薪
銀
の
比
重
は
、
か
え
っ
て
減
少
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
は
言
え
、
地
方
志
な
ど
史

料
中
に
関
連
の
あ
る
記
載
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
か

ら
、
明
代
中
期
以
後
に
な
っ
て
も
、
柴
薪
、
馬
夫

（表2）淳安県知県常例

名 標、 準　1数量（両）1 座
雛
ウ 注

夏絹銀

姫様絹

秋糧長銀

盤桑様絹

折色糧銀

山円転銀

農桑絹銀

審里甲丁田銀

堅糧長銀

直日里長天字下程

直日里長白米

審養子銀

造黄雁｝銀

経過馬糧銀

住費蟹銀

催甲糧

様漆

俸米銀

柴薪銀

馬丁銀

家伏銀

玉外直日里長供鷹i並

　店銭人清紗鍛

起送農民罰紙弧刀銀

牧各項銭糧銀

一両／里

一薗／里

一副／里

五斗或一石／里

一両／里

一両／黒

一銭／一百引

一銭／一百引

一両／里

毎石劇甚一両

tS一一両牧銀二両

毎一両牧銀二両

毎一両牧銀二両

五銭／人

五両／一百両

　160
　八疋

　　20

　四疋

　　4
　　80

　　10

　　80

　　10

八十副

　　80

　　80

　　90

　　70

　　80

一百斤

　　45

　　96

　　80

　　30

太府脚数，受並在人

太府如数，受否在人

太府脚数、受並在人

八十里皆然

太府減数，受否在人

臣府如数，受否在人

工
の
収
入
は
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
相
当
確
実
で
、
安
定
し
た
銀
の
収
入
源
で
あ
ウ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
特
に
民
衆
を
直
接
に
管
理
し
な
い
中
央

官
僚
に
と
っ
て
、
柴
薪
銀
は
非
常
に
重
要
な
収
入
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
懸
命
に
柴
薪
銀
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
代
後
期
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
、
官
僚
の
収
入
源
は
多
様
化
の
趨
勢
を
見
せ
る
に
い
た
る
。
例
え
ば
、
万
暦
年
間
に
中
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銀
は
依
然
と
し
て
、
正
式
の
俸
蘇
収
入
以
外
の
一
種
の
合
法
収
入
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
柴
薪
、
馬
夫
銀
を
、
当
時
の

人
は
唯
一
の
合
法
な
も
の
と
考
え
て
い
た
。
例
え
ば
海
瑞
が
、
「
柴
薪
、
馬
丁
以
外
の
も
の
は
、
自
分
の
利
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
来
た
男
が
、
妻
妾
の
夫
で
は
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
明
代
中
期
以
後
、
徴
収
と
運
輸
の
情
況
に
よ
っ
て
、
柴
門
、
馬
夫
銀
の
支
給
が
な
か
な
か
順
調
に
進
ま
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、

北
京
に
到
着
す
る
眼
随
喜
隷
の
人
数
、
あ
る
い
は
総
量
銀
の
数
量
は
少
な
い
の
で
、
規
定
ど
お
り
の
支
給
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
状
態
に
な
り
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
つ
允
。
先
に
陸
容
は
、
天
心
年
間
に
京
官
が
喜
言
説
を
求
め
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
目
撃
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
弘
治
十
五
年
、
明
政
府

は
、
一
年
間
に
納
め
ら
れ
る
柴
色
心
を
当
年
の
分
と
し
て
官
僚
に
支
給
す
る
こ
と
を
試
行
し
て
、
次
の
よ
う
に
命
じ
た
。
第
一
…
あ
る
州
県
か

ら
微
発
さ
れ
る
喜
隷
は
必
ず
既
定
の
衙
門
に
与
え
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
規
定
を
廃
止
し
、
代
わ
り
に
、
皇
隷
は
兵
部
に
到
着
す
る
順
番
に
従

っ
て
、
関
係
衙
門
に
分
配
す
る
。
第
二
“
半
年
ご
と
に
支
給
す
る
喜
隷
、
あ
る
い
は
蓋
世
銀
の
最
高
限
は
、
一
、
二
品
の
高
級
官
僚
に
対
し
六

名
、
四
品
官
に
は
三
名
と
す
る
。
第
三
”
支
給
の
時
、
三
品
以
上
の
官
僚
に
ま
ず
三
三
を
与
え
て
、
四
品
の
官
僚
に
ま
ず
二
名
、
九
品
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

官
僚
に
ま
ず
一
名
、
訳
出
ら
の
官
僚
に
ま
ず
○
・
五
名
を
与
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
も
し
あ
る
一
年
の
中
央
に
集
ま
る
柴
薪
銀
が

た
ま
た
ま
少
な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
す
れ
ば
、
対
応
す
る
の
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
翌
弘
治
十
六
年
（
一
五
〇
三
）
に
は
、
こ
の
よ
う

な
規
定
と
お
り
の
支
給
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
そ
の
年
に
は
特
別
に
以
前
に
北
京
に
届
け
て
き
た
柴
嘉
事

を
借
用
し
て
、
不
足
分
を
補
助
す
る
と
決
定
し
て
い
る
。
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①②

『
明
史
』
、
巻
一
五
八
、
顧
佐
傳
。

　
「
（
楊
士
奇
）
調
日
、
中
朝
官
軽
薄
、
筐
馬
蝿
翻
資
之
隷
。
遣
隷
半
使
出
資

　
免
役
、
隷
得
帰
耕
、
官
得
資
費
。
中
朝
官
皆
然
、
臣
薮
鴬
。
」

葉
盛
『
水
難
乾
臨
』
、
凝
立
、
魏
軒
両
公
清
操
。

　
「
廣
州
知
府
沈
珠
嘗
為
兵
部
武
庫
司
主
事
。
武
庫
司
典
豊
隷
、
凡
諸
司
多
属

　
意
焉
。
蓋
皇
隷
有
定
数
、
得
之
多
或
得
之
早
、
再
編
槻
利
耳
。
　
一
月
告
予

③④

　
日
、
惟
利
亦
可
以
観
人
、
稼
司
皇
者
久
、
其
不
以
円
心
而
尊
人
鴨
川
者
得
両

　
公
簿
、
尚
書
魏
公
騨
、
都
御
史
軒
公
朝
是
已
。
」

朱
元
璋
『
大
諾
三
編
』
、
進
士
出
生
不
俊
第
二
。

　
「
呉
茎
任
禮
部
司
務
、
為
雫
旦
隷
奏
封
不
實
、
戴
徒
罪
還
職
。
」

『
明
史
』
、
巻
～
四
七
、
解
糟
簿
。

　
「
ハ
解
）
絡
再
入
兵
部
禦
叢
叢
、
藷
粥
。
尚
書
枕
翠
黛
開
。
帝
日
、
繕
以
冗



明代の柴薪銀について（伍）

　
　
　
散
自
恣
耶
。
離
調
為
御
史
。
」

⑤
　
　
『
明
史
勧
、
巻
三
〇
八
、
姦
臣
簿
・
陳
瑛
。

　
　
　
「
帝
北
巡
、
皇
太
子
監
國
。
（
陳
）
華
言
兵
部
主
事
李
藻
琴
鹿
隷
葉
軸
等
四

　
　
　
艶
艶
、
講
下
竪
獄
。
無
何
、
貞
妻
撃
登
聞
鼓
訴
冤
。
皇
太
子
命
六
部
大
臣
廷

　
　
　
鞠
之
。
夏
野
至
午
。
早
事
不
出
、
惟
古
里
至
、
訊
之
、
諸
事
不
承
、
不
勝
拷

　
　
　
掠
死
、
三
皇
隷
皆
答
死
三
日
夷
。
導
燈
未
嘗
受
金
。
先
是
、
衷
綱
、
頭
珊
両

　
　
　
御
史
至
兵
部
索
見
隷
、
頁
弊
磁
土
鷹
。
両
御
史
街
之
、
興
此
獄
。
」

⑥
前
掲
注
②
に
同
じ
、
そ
れ
以
外
、
焦
畝
『
國
朝
綿
塵
録
駈
、
巻
　
○
○
、
葉
盛

　
「
孝
行
知
府
沈
潜
墓
表
」
。

⑦
三
面
注
⑨
に
同
じ
。

⑧
『
明
英
宗
實
録
繍
、
巻
｝
三
軸
、
正
統
十
年
十
二
月
乙
巳
條
。

　
　
　
「
（
夏
）
時
為
参
議
、
行
部
至
臨
江
府
、
編
本
絹
糧
戸
為
布
按
一
一
司
隷
兵
。

　
　
　
掌
府
事
江
西
右
参
政
朱
得
奏
、
時
多
以
上
等
糧
戸
為
隷
兵
、
意
在
逐
年
取
用
、

　
　
　
未
免
民
害
。
」

　
　
　
　
起
算
法
に
つ
い
て
は
、
山
根
幸
夫
氏
『
明
代
癌
旧
制
度
の
展
開
』
（
東
京
、

　
　
　
東
京
女
子
大
霜
學
會
、
一
九
六
穴
年
）
と
岩
見
馬
瀬
「
均
偶
法
・
九
等
法
と

　
　
　
均
篠
事
例
」
（
同
氏
著
『
明
代
筏
役
制
度
の
研
究
』
、
京
都
、
同
朋
舎
、
一
九

　
　
　
八
六
年
）
を
参
照
、
又
拙
稿
「
明
代
中
葉
差
役
改
革
試
論
」
（
『
文
面
』
、
　
一

　
　
　
九
八
六
年
二
千
、
一
九
八
六
年
五
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

⑨
『
弓
頭
晶
晶
醸
類
纂
』
上
巻
、
巻
上
、
禁
約
在
外
有
司
多
愈
魁
隷
馬
夫
。

　
　
　
「
訪
得
偶
鰭
等
十
三
布
政
司
並
南
北
直
隷
司
府
州
旗
官
員
中
間
有
等
貧
婆
之

　
　
　
徒
、
有
扁
螺
隷
額
諸
多
設
者
、
有
婦
柴
薪
銀
加
倍
多
儒
者
、
有
將
馬
夫
占
使

　
　
　
上
戸
丁
多
者
、
有
令
辮
納
無
銭
者
。
」

⑩
『
皇
明
豊
法
婁
類
纂
』
上
巻
、
巻
帯
、
禁
竃
馬
愈
弓
門
子
等
役
。

　
　
　
「
照
得
四
川
布
按
二
司
各
豊
州
縣
、
除
官
員
名
下
馬
夫
、
庖
隷
倶
有
定
額
、

　
　
　
其
各
衙
門
直
祈
（
聴
）
堪
隷
、
弓
兵
、
禁
子
、
丁
子
倶
定
額
、
在
二
司
井
各

　
　
　
府
尚
有
査
当
外
、
各
州
縣
因
是
親
民
、
任
意
澄
濫
。
今
該
当
役
、
一
衙
門
五

⑧⑫⑬⑭⑯⑯

　
七
十
名
者
有
之
、
百
除
名
之
上
。
及
長
淵
司
、
審
理
所
、
紀
善
所
、
僧
道
、

　
陰
陽
、
鴇
學
等
衙
門
亦
有
弓
兵
、
門
子
等
役
。
」

陳
子
龍
等
『
皇
明
経
世
文
編
』
、
巷
八
一
、
歯
茎
「
修
政
弾
災
疏
」
。

　
「
霧
雲
軍
夫
、
追
隷
之
外
、
又
有
使
用
門
子
等
項
。
且
如
参
政
管
貝
、
皇
隷

　
十
名
、
毎
名
必
得
三
四
十
丁
、
馬
夫
十
戸
、
毎
戸
得
得
三
丁
。
通
前
計
之
不

　
下
四
五
百
丁
、
倶
蟹
股
實
過
得
之
家
愈
充
。
」

『
（
萬
暦
）
大
掴
會
［
典
』
、
巻
　
二
九
、
一
戸
部
二
六
、
圃
鷹
緑
二
、
俸
込
顧
。

　
「
凡
官
員
俸
給
、
有
本
色
、
回
折
色
。
本
色
三
、
日
月
米
、
毎
月
一
石
、
日

　
折
絹
米
、
歳
両
月
、
日
折
銀
米
、
歳
十
月
、
後
定
器
一
疋
、
折
銀
七
銭
。
折

　
色
二
、
田
本
色
砂
、
日
絹
布
折
砂
。
後
又
分
上
下
半
年
之
例
、
上
半
年
支
本

　
色
妙
錠
、
下
半
二
毛
胡
椒
蘇
木
折
妙
三
州
。
後
幕
薄
綿
量
器
支
、
毎
回
一
石

　
配
置
二
十
貫
、
叢
薄
二
百
貫
折
布
一
疋
。
後
又
定
布
一
疋
折
銀
三
銭
。
其
本

　
色
逆
路
不
渡
或
將
職
罰
廣
盈
等
庫
附
除
綾
羅
絹
布
衣
物
借
景
折
支
。
」

黄
喩
『
饗
椀
歳
紗
』
、
巻
九
、
京
官
折
俸
。

　
「
永
樂
間
、
螢
建
北
京
、
妻
定
毎
歳
京
官
之
俸
、
春
夏
折
紗
、
秋
冬
則
蘇

　
木
、
胡
椒
。
五
m
㎎
以
上
折
支
物
之
七
、
以
下
則
零
丁
六
、
其
十
之
三
若
四
、

　
米
也
。
」

『
明
憲
宗
實
録
』
、
巻
九
七
、
成
化
七
年
十
月
丁
零
條
。

　
「
戸
部
請
以
布
一
疋
准
折
文
武
官
員
俸
糧
二
十
石
。
醤
例
、
下
京
文
武
官
員

　
碧
色
俸
糧
、
上
半
年
給
砂
、
下
半
年
給
土
木
胡
椒
。
至
是
。
戸
部
尚
書
楊
鼎

　
奏
、
京
庫
椒
木
不
足
、
甲
翼
翼
組
積
綿
布
、
以
時
値
佑
計
之
、
闊
白
布
一

　
疋
、
可
蓋
置
二
百
貫
。
講
以
布
折
米
、
伍
視
折
紗
例
、
毎
十
貫
一
石
。
」

丘
溶
『
大
學
術
義
補
隔
、
巻
二
五
、
市
鯉
之
令
。

　
「
朝
廷
毎
歳
恒
品
番
夷
所
貢
嘉
木
折
支
配
官
常
俸
、
徳
論
不
霊
中
品
之
罠
而

　
得
外
邦
之
助
、
是
亦
足
國
用
之
一
端
也
。
」

『
明
史
』
、
巻
一
五
八
、
段
民
傳
。

　
「
（
宣
徳
）
九
年
二
月
卒
於
官
、
年
五
十
九
。
貧
不
能
強
、
都
御
史
呉
訥
挽
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以
衣
裳
。
帝
聞
、
命
有
司
奮
葬
。
」

⑰
　
　
『
明
英
宗
實
録
』
、
巻
七
六
、
正
統
六
年
一
篇
刀
戊
辰
條
。

　
　
　
「
巡
按
山
西
監
察
御
史
曹
泰
奏
、
臨
聞
之
『
書
』
日
、
凡
厭
正
人
、
既
冨
方

　
　
　
穀
。
夫
衣
食
飲
於
家
、
難
嚴
父
慈
母
不
能
制
其
子
。
凍
鞍
褥
於
身
、
難
巣
由

　
　
　
夷
齊
不
能
固
其
節
。
今
在
外
諸
司
文
臣
、
去
家
遠
任
、
妻
子
随
行
、
緑
厚
者

　
　
　
月
給
米
不
過
三
石
、
薄
者
一
石
、
二
石
而
已
。
其
所
折
妙
、
急
不
得
濟
。
九

　
　
　
載
之
間
、
仰
事
傭
育
之
資
、
道
路
往
來
之
費
、
親
故
問
遣
之
需
、
満
罷
閑
居

　
　
　
之
用
、
其
緑
不
語
、
則
不
免
移
其
所
守
、
此
其
所
以
陥
於
罪
者
多
也
。
乞
救

　
　
　
廷
臣
愈
議
、
量
為
増
益
、
伸
足
養
廉
。
其
浦
賀
汚
冒
法
者
、
置
之
重
典
、
則

　
　
　
貧
風
患
　
。
上
命
行
在
戸
部
詳
議
以
聞
。
尚
書
劉
中
敷
題
言
官
員
俸
籐
已
有

　
　
　
定
制
、
難
以
増
益
。
從
之
。
」

⑱
二
早
注
⑨
に
同
じ
。

⑲
　
　
『
海
瑞
集
』
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）
、
上
、
蒸
溜
害
獣
。

⑳
　
顧
山
武
『
慧
知
録
集
繹
隔
、
雀
一
二
、
剛
将
。

　
　
　
「
今
日
蕊
取
之
風
、
所
以
膠
固
子
人
心
而
不
可
聖
者
、
以
俸
給
之
薄
而
無
臥

　
　
　
隙
其
家
也
。
…
…
蓋
國
初
民
間
所
納
官
糧
、
遣
米
褒
也
、
或
折
以
妙
布
。
冨

　
　
　
官
所
碍
管
、
亦
山
冠
、
或
折
以
妙
。
其
後
紗
不
行
飯
代
以
銀
、
於
是
縁
之
重

　
　
　
撃
滅
重
、
而
俸
之
軽
者
愈
軽
、
其
弊
在
至
愚
妙
折
米
、
以
布
折
妙
、
以
銀
折

　
　
　
布
、
而
世
副
帯
其
源
流
也
。
」

⑳
　
　
「
は
じ
め
に
」
注
④
に
同
じ
。

＠
　
『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
魅
三
九
、
戸
部
二
六
、
喫
緑
二
、
俸
給
、
雀
一
五

　
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
隷
。

⑱
追
駆
奇
『
玉
堂
誤
記
』
、
巻
四
。

　
　
　
「
京
官
之
不
能
慶
交
際
、
其
勢
然
也
、
神
霊
年
間
、
為
外
官
者
｝
遺
人
入

　
　
　
京
、
自
閣
部
以
至
中
行
、
凡
腸
相
識
皆
有
之
、
即
至
厚
不
過
黙
十
金
。
京
官

　
　
　
受
之
必
答
以
二
窮
或
四
鳥
、
書
割
往
返
、
儀
物
磁
器
、
真
盛
世
之
容
也
。
近

　
　
　
時
嚴
禁
交
際
、
其
実
何
曾
禁
得
。
但
禁
牢
閑
冷
者
耳
。
津
要
之
地
、
日
益
加

　
　
　
多
、
誰
秘
万
端
、
乃
所
謂
賄
賂
、
非
交
際
也
。
禁
交
際
而
攣
為
賄
賂
、
識
者

　
　
　
有
世
道
之
擾
莫
。
」

　
　
又
、
こ
の
史
料
を
尋
者
に
た
い
し
て
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
重
大
学
の
井
上
進

　
氏
に
深
く
感
謝
す
る
。

⑳
　
顧
炎
武
『
慧
知
録
集
繹
』
、
巻
一
八
、
「
監
本
二
十
一
史
」
。

　
　
　
「
陸
文
裕
金
蟹
紀
聞
日
、
…
…
（
原
注
）
昔
晴
入
蜆
之
官
、
其
醜
遣
一
馨
一

　
　
　
粕
御
題
、
調
涙
管
粕
。
自
万
暦
以
後
、
改
用
白
金
。
」

⑳
『
海
量
集
』
、
上
、
興
革
條
例
。

⑯
　
『
海
瑞
集
』
、
上
、
興
革
條
例
。

　
　
　
「
俸
柴
馬
丁
之
外
、
非
己
之
利
猶
外
至
之
男
、
非
妻
妾
愚
夫
也
。
」

⑳
　
一
章
注
⑨
に
同
じ
。

曾
　
『
（
正
徳
）
大
明
會
典
』
、
巻
　
二
五
、
兵
部
二
〇
、
武
庫
清
吏
司
、
賎
隷
。

　
　
　
「
（
弘
治
）
十
五
年
令
、
…
…
凡
解
到
ゑ
隷
、
不
必
拘
定
量
州
縣
派
擾
某
衙

　
　
　
門
、
但
從
本
部
將
各
衙
門
論
定
次
序
、
魁
熱
以
到
部
之
顕
為
序
。
三
品
以
上

　
　
　
官
瀬
田
畝
皇
隷
十
三
十
二
悪
者
、
倶
先
掻
一
二
名
。
四
口
悶
官
該
六
名
出
腐
、
先
機
二

　
　
　
名
。
九
品
以
上
官
該
二
名
三
名
四
名
盤
、
倶
先
鍛
一
名
。
謬
字
等
官
該
一
名

　
　
　
者
、
摂
先
掻
半
名
。
各
照
次
序
、
周
而
復
権
。
大
率
一
品
二
品
官
、
歳
該
二

　
　
　
十
名
者
、
不
許
擾
過
六
名
。
四
品
官
該
六
名
者
、
上
半
露
寒
裏
、
不
許
過
三

　
　
　
名
。
除
官
倣
此
。
」

⑱
　
『
（
萬
暦
）
大
明
會
典
』
、
沿
蛮
五
七
、
兵
部
四
〇
、
皇
隷
。

　
　
　
「
（
弘
治
）
十
六
年
題
准
、
凡
各
項
田
籍
解
到
数
少
、
不
軌
長
亀
、
將
上
年

　
　
　
擾
到
皇
熱
借
掻
補
麟
。
」
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四
　
む
す
び
に
か
え
て

明代の柴薪銀について（伍）

　
行
論
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
明
代
中
期
、
柴
薪
銀
な
ど
は
官
僚
俸
緑
の
補
填
か
ら
、
そ
の
収
入
の
重
要
な
部
分

に
変
わ
っ
て
い
た
。
明
朝
中
央
政
府
は
、
官
僚
俸
緑
の
不
足
を
充
分
に
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
代
の
俸
隷
制
度
は
、

洪
武
二
十
五
年
（
＝
二
九
二
）
に
朱
元
畜
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
代
や
社
会
環
境
に
ど
ん
な
変
化
が
あ
ろ
う
と
も
、
わ
ず
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

増
加
で
も
許
さ
な
い
「
定
制
」
で
あ
っ
た
。
霧
笛
た
ち
は
生
活
維
持
の
た
め
に
、
自
ら
自
由
に
支
配
で
き
る
眼
随
碧
隷
に
手
を
つ
け
、
そ
こ
か

ら
吉
言
以
外
の
収
入
を
を
獲
得
し
て
い
た
。
縮
織
、
宣
徳
年
間
に
、
明
朝
中
央
政
府
は
、
践
随
帯
留
の
銀
納
に
よ
る
代
役
を
黙
認
す
る
こ
と
で
、

即
ち
愚
輩
に
由
来
す
る
柴
薪
銀
を
通
じ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
過
度
に
低
い
官
僚
俸
緑
の
問
題
を
解
決
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
天
正
年
間
に
は
四

恩
銀
の
銀
二
化
が
定
着
さ
れ
た
。
弘
治
年
間
か
ら
万
暦
年
間
に
至
る
ま
で
、
明
朝
政
府
は
関
係
の
規
則
を
不
断
に
整
備
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
柴
薪
銀
、
愚
夫
銀
な
ど
は
、
官
僚
俸
隷
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
き
、
恐
ら
く
芙
順
年
間
か
ら
国
家
財
政
収
支
に
お

け
る
項
目
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
役
の
方
法
で
財
政
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
、
伝
統
社
会
に
お
け
る
中
国
政
府
の
重
要
政
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
宋
代
の
地
方
行
政
制
度
に

つ
い
て
、
宮
崎
市
定
訳
は
「
人
民
の
差
役
は
、
実
は
地
方
財
政
を
農
民
地
主
が
役
と
い
う
形
で
賄
っ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て

　
②
い
る
。
明
代
の
篠
役
濃
度
も
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
明
代
に
お
い
て
は
、
一
般
民
衆
は
歯
噛
制
度
を
通
じ
て
、
府
州

県
の
地
方
政
府
お
よ
び
地
方
官
僚
に
対
し
、
労
働
あ
る
い
は
代
役
銀
も
提
供
し
て
い
た
。
柴
墨
銀
の
成
立
は
こ
の
よ
う
な
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
実
際
上
、
役
を
通
じ
て
地
方
財
政
を
支
え
た
上
で
、
省
と
中
央
の
財
政
も
支
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明

代
中
期
以
後
、
い
く
つ
か
の
地
方
の
均
径
銀
の
な
か
に
も
更
に
「
公
費
銀
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
こ
の
種
の
状
況
を
説
明
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
明
代
の
中
央
宮
僚
腰
明
管
理
は
、
戸
部
、
兵
部
と
い
う
二
つ
の
衙
門
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
眼
随
皐
隷
は
も
と
も
と
兵
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部
に
管
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
一
銀
も
相
変
わ
ら
ず
兵
部

に
管
理
さ
れ
て
い
た
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
宣
徳
年
間
と

い
う
明
代
中
期
以
後
、
官
僚
収
入
の
ル
ー
ト
に
は
、
も
と
も
と

あ
っ
た
戸
部
ル
ー
ト
以
外
に
も
、
兵
部
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る

ル
ー
ト
が
自
然
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
人
は
、

こ
の
二
つ
の
寸
寸
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
す
で
に
認
識
し
て
い
た
。

陸
容
は
兵
部
武
庫
司
主
事
を
務
め
た
時
に
、
か
つ
て
柴
薪
銀
と

呼
ん
で
い
た
も
の
を
「
折
俸
」
と
改
称
し
よ
う
と
建
議
し
た
。

し
か
し
上
奏
文
を
書
く
前
に
、
か
れ
は
、
柴
酒
田
と
折
俸
は
そ

れ
ぞ
れ
兵
部
と
戸
部
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
思
い
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
、
結
局
、
上
奏
を
断
念
し
た
。

　
最
後
に
、
明
代
の
柴
薪
銀
政
策
が
、
清
代
初
年
の
中
央
官
俸

制
度
に
対
し
て
も
影
響
も
与
え
て
い
た
こ
と
に
付
言
し
て
お
こ

う
。
清
代
初
年
の
内
外
漢
人
文
官
の
俸
緑
制
度
は
、
明
代
の
規

定
を
基
本
的
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
（
康
煕
）
大
証
會

典
』
に
よ
れ
ば
、
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
に
、
「
漢
文
武
官
員

（表3）　清順治十竺年以前満漢官僚摩緑

漢員柴薪銀
　　　（両）

144．000

144．000

144．000

144．oeo

120．000

120．000

72．oee

72．eoo

48．000

48．000

4s．oeo

4s．oeo

36．000

36．000

24．000

24．eoe

12．000

12．000

漢員歳米
　　（石）

12．000

12．000

12．000

12．000

12．000

12．000

12．oeo

12．000

12．eoo

12．000

12．000

12．000

12．000

12．eoo

12．000

12．oeo

12．000

12．eoo

漢員俸銀
　　（両）

215，512

183．844

152．176

120．508

88．840

66．916

62．044

48．764

42．556

37．684

35．460

29．084

27．490

25．896

24．302

22．708

21．114

19．520

満員緑米
　　（魁）

180．000

180．000

155．000

155．000

130．000

130．000

1es．eee

105．000

80．000

so．ooe

60．000

60．000

45．000

45．000

40．000

40．000

33．114

31．520

31．250

満員俸銀
　　（両）

180．000

1so．eoo

155．000

155．000

130．000

130．000

10s．eoo

105．000

so．oeo

80．000

60．000

60．000

45．000

45．000

40．000

4e．oeo

33．114

31．520

31．250

正一品＊

従一品

正ご品

従二品

正三品

従峯贔

正四品

従四品

正五品

従五品

正六品

従六品

正七品

従七品

正八晶

従八品

正九品

従九品

未入流

原St　：大學士加宮保者，加柴薪銀二十四両。
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④

の
俸
給
と
柴
直
銀
両
の
支
給
は
、
す
べ
て
戸
部
に
よ
っ
て
行
え
」
と
命
じ
て
い
る
。
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
よ
り
、
在
外
文
職
官
僚
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
柴
薪
銀
が
支
給
さ
れ
て
い
た
（
表
3
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
柴
豆
銀
は
清
代
初
年
に
お
い
て
も
、
な
お
俸
緑
以
外
の
合
法
収
入
と
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
理
擢
は
兵
部
か
ら
戸
部
に
移
動
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
代
と
比
べ
て
、
官
僚
収
入
の
管
理
権
億



一
本
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
後
、
こ
の
制
度
は
順
治
十
三
年
（
｝
六
五
六
）
ま
で
存
続
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
径
役
制
度
は
民
衆
の
労
働
力
あ
る
い
は
代
役
銀
（
明
代
に
お
い
て
は
、
柴
薪
銀
は
こ
の
代
役
銀
の
一
つ
で
あ
る
）
の
形
式
で

中
央
と
地
方
の
官
僚
収
入
を
賄
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
銭
苔
収
入
に
対
す
る
行
政
管
理
は
徴
発
さ
れ
る
労
働
力
と
徴
収
さ
れ
る
代
役
銀
を
管

理
す
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
待
謡
と
行
政
管
理
の
相
互
関
係
は
非
常
に
密
接
な
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
官
僚
収

入
に
関
わ
る
傷
産
と
行
政
管
理
の
相
互
関
係
は
両
者
の
あ
い
だ
の
数
多
く
の
関
係
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
、
徳
役
舗
度
、
行
政
制
度
及
び

官
僚
制
度
を
研
究
す
る
た
め
に
、
他
の
方
面
に
お
け
る
両
者
の
関
係
、
例
え
ば
、
日
常
行
政
、
税
糧
管
理
な
ど
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
解
明
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

明代の柴薪銀について（伍）

①
　
前
章
注
⑰
に
同
じ
。

②
　
宮
崎
市
定
「
宋
代
州
縣
糊
度
の
由
來
と
そ
の
特
色
」
、
『
史
林
』
、
　
二
六
巻
二
号
、

　
一
九
五
三
年
七
月
（
『
ア
ジ
ア
史
研
究
隠
、
第
四
、
〔
京
都
、
東
洋
史
研
究
會
、
一

　
九
六
七
年
〕
及
び
『
宮
崎
市
定
全
集
』
、
　
一
〇
巻
〔
宋
〕
、
〔
東
京
、
岩
波
書
店
、

　
一
九
九
二
年
〕
）
。

③
尊
容
『
藏
園
雑
記
』
、
巻
五
。

　
　
　
「
後
官
武
庫
、
嘗
以
為
有
害
於
意
、
欲
奏
請
改
折
俸
名
色
、
俸
多
而
息
隷
銀

　
　
数
不
足
者
、
乃
以
紗
絹
補
数
、
庶
幾
名
正
言
順
。
蔓
草
時
、
群
論
事
厨
兵

　
　
部
、
折
俸
三
戸
部
、
欝
膣
窒
凝
、
不
漁
行
。
」

④
『
（
康
煕
）
大
軍
會
典
』
、
毬
三
六
、
戸
部
二
〇
、
翼
緑
、
官
員
俸
緑
。

　
　
　
「
順
治
元
年
題
准
、
漢
文
武
官
員
俸
給
柴
直
銀
両
、
訓
蒙
戸
部
頒
獲
。
」

⑤
『
（
康
熈
）
大
清
會
典
』
、
巻
三
六
、
戸
部
二
〇
、
喫
緑
、
官
員
俸
緑
。

　
　
　
「
順
治
十
三
年
題
准
、
官
員
俸
銀
、
浦
漢
一
例
照
品
支
給
。
其
漢
官
田
薪
等

　
　
銀
倶
裁
。
」

　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
京
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AStudy　of　The　Chainnyin柴薪銀in　the．Ming　Dynasty：

with　a　Brief　Discussion　about　the　Relationship　between

　　　　　the　Corv6e　System　and　Bureaucrats’　Salaries

by

Wu　Yue

　　In　China，　the　corv6e　system借役制度．．of　the　Ming－Qing　Period　not　only

’provided　financial　support　for　the　central　and　local　governments　but

・also　exerted　great　influence　on　the　existing　administrative　and　bureau－

cratic　systems．　Despite　its　importance，　research　on　the　reiationship

between　tke　corvee　system，　the　administrative　system，　and　bureaucracy

’is　far　from　suMcient．　This　article　addresses　the　question　of　how　the

corv6e　system　infiuenced　the　administrative　system　and　the　bureaucracy．

From　the　Ming　to　early　Qing，　the　chaix吻勿was　a　payment　made　by

yamen　runners細工in　order　to　gain　exemption　from　corv6e　duties．　As

we　know，　from　the　early　to　middle　Ming，　neither　central　nor　local

’bureaucrats　earned　enough　from　their　saiaries　to　live　on．　ln　order　to

make　up　for　this　inadequacy，　the　chaixin夕in　appeared　in　the　early鉦te－

enth　century，　and　was　then　gradually　incorporated　into　the　bureaucratic

salary　sys亡em．　This　change　solved　the　bureaucrats’financial　problems

to　a　certain　extent．　At　the　same　time，　the　Ming　government　also

．i皿proved　related　management　methods，　so　as　to　lnake　the　chaixinyin

an　indispensable　item　in　national　revenue．　Tltis　trend　began　as　a

spontaneous　action　practiced　by　bureaucrats，　and　was　later　recognized

by　the　government．

　　This　paper　analyzes　the　relationship　between　the　corv6e　system　and

bureaucrats’　salaries，　while　also　discussing　how　relevant　admlnistrative

measures　were　adopted．
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